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中世国制史における城塞研究の意義と課題を総括的に論ずるＨ・エーブナーロ冨臼によれば、「中世の政治は、
（１）
そのかなりの部分が城塞政策団員、のロロ。］屋【であった」。城塞は、先ず軍事の分野において、中世末期に火砲の登
場によってその軍事的意義を減少させる時まで、攻撃の根拠地や引き延ばし戦術の手段としての機能を果たした。
換言すれば、中世において、戦争やフェーデの際の戦闘は城塞その他の戦闘施設をめぐる戦闘だったのである。
次に政治の分野において、城塞は支配の核を構成したものであり、したがって裁判所の所在地及び計画的に建設
された経済の中心地としての機能を果たしたことも稀ではない。さらに、法的観念からみる時、城塞住民が周辺
領域から隔絶し城塞によって守られている特別の身分集団であるという意識を有した事実とも相俟って、城塞は
独自の平和領域句邑巴巴のすの国『丙でもあった。以上ごく簡単に概観しただけでも、城塞は軍事的・政治的・法的意義
を有したことが分かるし、中世国制史乃至法制史の一つの重要な研究対象となりうることが予想される。
次に、ドイツにおける城塞研究史を簡単に概観しておきたい。城塞に対する関心それ自体は、中世末期に火砲
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が出現したことに伴って城塞の軍事的意義が低下して以後、近世の初頭に城塞の荒廃が大規模に始まった時に現
（２）
れた。しかし、城塞に関する学問的研究、つまり城塞学因日、の口穴自旦のはロマン主義幻・曰囚ご房の時代、一九世紀初
頭に始まった。このロマン主義時代の城塞学は、確かに歴史的考察方法と美術史的Ⅱ建築学的考察方法の両者を
併せもっていたが、しかし城塞を美学的対象とみなす美術史的Ⅱ建築学的考察方法の方が圧倒的優位に立ち、一
九世紀末期には、城塞は芸術の対象であるという評価が確立されるに至った。したがって、一九世紀の段階では、
城塞に関する本格的な歴史的研究は未だ始まっていなかったのである。この点での決定的変化は、第一次世界大
戦後、とくに地域研究一回目の切丙目色８の句・『、呂目ｍとの関連で始まった。この場合に、城塞は定住地・開墾地、近
隣交易・遠隔交易、関税、裁判、鉱業、教会、都市との関連において考察され、城塞の起源、その初期の情況、
その類型に主な関心が向けられ、防衛システムや防衛線があったことが明らかにされた。とはいえ、城塞の歴史
的研究が真に活発化したのは第一一次世界大戦終結後であり、「マックス・ブランク研究所歴史部門富四〆‐四目、六
‐百畳白戸〔ご『○の⑩、亘ｎ頁の」（ゲッティンゲン）、「ベルリン・ドイツ科学アカデミー先史・初期史部門曰の、の再一・二
岳『ぐ・『‐自旦印屋狙のの、三、耳の：」の『ｏの鳥、ゴの。シ丙且の目のＱ貝三一⑫印のこの・冨沖目自画の『一言」、「ヴィーン・オー
ストリア科学アカデミー城塞委員会＆の国日顕の口穴。Ｂ目の巴○コ目・の『。⑫【の『『の－，冨⑪ｇのごシ【且の目の』の『富⑪の①旱
⑩、富津のｐご因の『一ヨ」等の研究機関が城塞の歴史的研究に精力的に取り組んでいる。このような動向の中で、コン
スタンッ中世史研究部会【○口⑰国目のＨシ号農⑫宍風の（ご『且耳の一四一斤の１－ｓの⑦の、、亘。声斤のも城塞研究に集中的に取り
組み、その成果を『ドイツ語圏における城塞－ｌその法制史的及び国制史的意義、一九六七年－１口の国ご「ぬの日日
・の具の、可のごいっ日９『目日・閂冒の円の、茸⑩‐巨己ぐの『｛画の⑫目、⑫、の⑩、亘、耳一一ｓの国のＱ２目。、》目の一一閂ｌ自乞『①》ゴ『印ｍ・ぐ○二
四・国目の』と題して公刊するに至った。
このように、戦後の西ドイツ学界において城塞をめぐる法制史・国制史的研究が盛行をみているのに対して、
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冒已の号の【【⑩呂四（（乃至領域権力形成との関連で明らかにすることを課題とする。また研究対象はトリール大司教
（４）
バルドゥインロ四一・巳ロ（在位一一一一○七’’一一一五四年）治世下の選定侯領トリール向『田亘の自己Ｂ１のＲに限定される。
ところで、右の課題を追究するのに好個の非常に実証的な研究が公にされた。ヴォルフⅡリューディガー・ベル
ンスミ○一｛１両目一ｍの『国の曰の箸、『トリール大司教バルドゥイン（’一一一○七－一一一一五四年）の城塞政策と支配国巨『‐
ぬの二つＣ冒弄巨且田のｑ⑩呂島・の⑭向日亘円声。［印国四一：ごく・。目ュの『（屋ヨー屋⑰←）』がそれであり、本小稿はこれ仁多
（５）
くを負っている。なおトリール大司教の支配権が及んだ城塞は、大司教による建設・征服・売買等に基づく自由
所有城塞一回目ののすの『『一一ｇの国巨『ぬと、封臣にレーエンとして授封された城塞一の盲、冨月一一ｓの因巨『嘱とに大別されるが、
以下の考察は差当り大司教の自由所有城塞に限定される。
（１）以下■・両目の『・ロの団巨【晩四一⑪可◎厨、冒長ｇ『。ご｝の日日一再の］画一［の『一一、ラの『ぐの『〔四ｍｍ目鴇ｍの⑩、三ｎ頁の》】召③．ご函四・℃国目の（因【、、。）》
□】の口巨『ぬのコヨ］この具⑫ｎ可の。⑫ロ『印のゴ『回巨日・房『の【の、頁ｍＩＥ口已くの円『四閉巨二頭⑫殖の⑫、三ｎ茸一一、宮の国⑮この巨冒ご頃円（くつロ『賎頤の■。己司。『醜ｎ．臣ゴー
砲の己》茸『猪・ぐ○日【○二の菌日の円シ【すの一〔、【『の】の臼『目旨の］四］《の『一一、可のｏの⑫Ｃ三。言の》困旦・〆只》目の】］Ｐ】召③）・の．］】（・による。
（２）以下四・両ｇの『》回・国・ｐ．ｍ．最〔・》『・□二二○ョ》目の（の口芹ｏ１ｍｌｍのの、三，二［一一、冒司自再一。。この『ロロ『、》旨卯○・丙の皀斥宮［［（四『碕，）》
因一陣（の『［ご『この巨扇、ぎのＰ四コ□の猪の⑰、三、耳の》】＆．］凹豈『嘱回口頤】やヨョの」］による。
（３）この点に関して野崎直治『ヨーロッパ中世の城』、’九八九年、「あとがき」、二三九頁以下参照。ドイツ国制史の分野にお
いて、筆者の知る限りでは、服部良久「中世におけるブルクと都市‐ｌドイツ学界におけるプルク研究の新動向にふれて
ｌ
」
、
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カーロリング時代のピートルの勅令向曰再ぐ自国（『の⑪（八六四年）以後一二世紀中葉までは、軍事罰令権を保
（１）
持する国王、つまりフランク国王乃至ドイツ国王が築城高権の担い手であった。本来国王の特権（”の、煙一一の。）た
るこの権利は、既にカーロリング時代に、帝国防衛の防塞であると共に攻撃戦のための進発基地たるマルクの指
揮官マルクグラーフ富山烏臼旦〔辺境伯〕に譲与されていたが、一二世紀後期皇帝フリードリッヒ一世・バルパロッ
サ可１の。『局三・国閂ご日○勝凹（在位一一五一一’九○年）の時代には、国王の代理人たるグラーフの『四｛の許可を得れ
（２）
ば築城が可能となった。皇帝フリードリッヒ一一世司旦の□『－，頁■。（在位一一一一二’五○年）の一一つの諸侯法司巨『叩（①。－
ｍの印の盲の、すなわち一一一二○年のＣＯ員・巴の『且○２日己【ごｎ亘官⑪のＲ］①切旨の（目印〔教会諸侯との協約〕と一一一一一一一／
五七号、一九八八年を挙げうるのみである。これに対し、フランス史における城塞研究のわが国の情況に関して、若曽根、上
掲論文、一七九頁註（７）を参照。
（４）従来筆者は目昌の『をトリーアと表記してきたが（拙稿「ドイツ中世都市におけるミニテリァーレン層１－クヌート・シュル
ッ説の批判的検討Ｉ（『法学』、四六巻五号昭和五七雫「中継都市コープレンッにおける都市ゲマィンデと都市君主権
’’三世紀末期より一四世紀中蕊に至るまでＩ（｜）、一二完）」．『法学』五○巻二号昭和六一集「’六縫紀中葉ラン
ト都市コープレンッにおける都市ゲマインデと都市君主権」、『金沢法学』、二九巻一・一一合併号、昭和六二年）、ここでトリー
ル
と
改
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
（５）著者は、本書が、「徐々に成立しつつある一つの領邦国家を例として、中世後期の支配の重要な諸榊造」を明らかにするこ
とを研究目的とすると述べている（『Ｃ：。１．ｍ・＠）。また本轡は『コンスタンッ中世史研究部会』編の業番ご・１『筒の巨己
司○『円冨ロ、のロ中の一冊（の。ａの号目：『）として公刊されており、著者によればテーマと研究目的の点で、同叢書の中の□の『
Ｑ２［円冨『の『『旨『旨｝耳目（】曰屋・］：『冒己の『【・■□・屋目１』←・巳ごＩ『】並びに本文で上述したロの団巨品のヨョ』の色［円。ｇ
のロ『四。可『自日因』・〆只曰巴］閂‐Ｐ】召のと密接な関連に立っている（８８８）。
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一一一一一年のの国目白ヨヨ｛囚ぐ日①Ｂ己『旨、どこ曰〔諸侯の利益のための取り決め〕は、関税徴収権・貨幣鋳造等のレガー
（３）
リエンと共に、築城高権をも教俗諸侯のために一般的に放棄した。もっとも教俗諸侯は、右の諸侯法制定以前か
ら既に、個別的な特権付与状又は国王による暗黙の承認に基づいて築城高権を行使しており、諸侯ほど高級でな
く４）
い貴族でき、えも、王権が弱体であった時期に自力で城塞を建設していた。トリール大司教が築城高権を獲得した
（’０）
時期を確定することは不可能であるが、Ｒ・ラウフナーＦ凹巨【ロの『は、大司教ヨーハン一世］Ｃ盲目円の時代（’’
九○’一二一二年）、一二一○年頃に七つの自由所有城塞Ｅ且の晋巨『ぬが存在した事実に基づき、大司教が、フリー
（６）
ドリッヒニ世の諸侯法制定以前に、築城高権を要求していたと推論する。
さて、大司教バルドゥィンは歴代のトリール大司教の中で最大の城塞政策家と目されているのみならず、帝国
（７）
レベルにおいても最も重要な城塞政策家であると評価されている。彼が一一一一○七年一二月七日弱冠二一一歳の若さ
で大司教に選挙された時、大司教教会トリールの自由所有城塞は既に、（ど丙のロー）目彦冒四且（・国の旨百ｍ〔の一・○○‐
、ゴの日・の『冒す貝砲・顛肖の口許］、．【一・［§・団員、目【・ず一命目・専一一宮『ｍ・富国一ケの『ｍ・三国且；・圓・・言旦のご・
三・コ目ず目の『．、目『盲『ぬ。（【四℃の一一のロー）の〔・］いの貝の一ｍ・弓『の－，．コの一月宣旨ｍ・胃日の・巴『のロヶ『の】目のご・ｚの巨の３巨日
（８）
ワの一言］菖□ず．四四｝Ｎの』・句巴四⑫【曰『】の『の二一箇所に達していた。ところで、翌一一一一○八年聖霊降臨の大祝日国ごいの【‐
国、に司教都市トリールに入城したバルドゥインが目にしたのは、特に前任大司教ディーター・フォン・ナッサウ
ローの（の『ぐ目ｚ色朋目（在位一三○○’○七年）と国王アルプレヒト一世シ］す『のＳ目．（在位一一一九八’一一一一○八年）
（９）
の間の闘争の裡に疲弊し切り危機的情況に陥っていた大司教領の有様であった。この情況を伝、えるのが、史料の
次のような記述である。すなわち「さらに同大司教パルドゥインは、その大司教職就任の最初から極めて激烈な
争乱に直面した。この争乱は故トリール大司教ディーターにより始められ、トリール教会・諸修道院・トリール
の聖職者に不利益をもたらし、また長期に亘って続いた故に例のごとく害をもたらすとともにすべての人々の慣
115
激の的となったものである。また同教会の諸権利も数え切れないほど多くの場合に不確実なものとなり、際限も
なく多くの者によって余すところなく奪われてしまっていた。その上貴族・騎士その他の者のうち多くが、トリー
ル教会のせいで蕊ったと主張したところの損害の賠償を目的として、また他の者は、同教会を保識する代償とし
てかのディーターとその他の……前任者達とによって文書に基づくのであれ基づかないのであれ自分達に対して
なされたものであると主張したところの金銭的約束の履行を目的として、トリール教会のみならず同教会の都市
〔トリール〕と司教区との住民と……臣民に対し略奪その他の方法で極めて甚大な攻撃を加えた。同教会の城塞、
防備施設、収入も差し押さえられ、憤務の故にその多くが質入されていた勺・『『・｝□の曰国四一９の昌目：『Ｃ三のＣ一の８℃この
】ごロ『一口、一つ〕。⑩ロの〕ｐｍＲｎケーのローｍｎＣＣ巨閂ごロＨ○円ロ。［一○口一ｍＱ－ｍｎＣＲＱ－ｍ時ロｍ『、ぐ一ｍの旨ロ、ロ］】ごくの口一（一口一三四【山當口己の『ＣＥＣｐＱｍ員〕
ｏ胃ゴの『ニョ四『、三の已切８つ色ョ目『のぐ】『の日の目８コ【『四のＲ］の印国日目『のご一『の口印の曰・言。目印【の『一ｍの（、｝の『昌口、白『のぐ一『の。ｍの日》
Ｃ巨の。■』ロロ）。Ｅ『■ぐの【、庁の×のロ〕己一○ＱｍＨｐごロ。⑫回①〔。。］ローワ口⑪のｎｍｐＱｍ一○⑩回・閂巨『色色ＥＣＣ巨の一℃⑩一臣⑪の。、｝の巴の一二一二ｍ一己一［曰の一コ
ごＢ『【・ぐ緒：目白Ｈの（己の『旨｛目８，号⑩Ｃ１ｍ８日一言Ｒの〆ロ（の【目〔・冨昌［】の（冒口］ロ。亘一盲目目〕一一一国回目）の［四一一・日日
ロ『。。■ヨロヨの．□臣の。、ｎ口の】、○コの①。。］の凶のＲ『のく】『のご叩厨の①叩匡叩庁旨昌の⑫の煙⑫⑪の【のずぃ員一四三ぐの『○つ『○つの、ロロ】囚『二めつ『○日】、，
、一○三ワ巨如》・巨四叩己ＨＣＱの【の口巴。ｐの】□⑪旨、のｏｎ｝の、】の口の【の巨皀９のＢＣ冒岳の『Ｅ己の（色］】○⑩、巨○の…□『の●の、の⑩のＯＮの⑩旨⑪、『一頁一ｍ
の【のヨの⑩。ユロ厨の】三｛四、己⑫Ｃ『の｛の。』のす■己（》の煙ゴロのヨの、。］①の莅日の【のＣｎ－の巴のロのｎｐＣ口○一ぐ一国庁一切の戸口量ＣＤの、一の弓『のご】円のロ，
の一ｍ旨、○一四⑩の芹・・・⑩口す●】（○ｍ、、ロぱぐ四（一○口］ず臣の①（四一一一ｍ・巨国⑩の国口の四ｍｍ『画く四ヶ四己（．ｎ回⑩可囚のご■ロ］ご『ロニコ岸一○コの印の【『の□‐
（皿〉
・詳巨⑪。｝。〔の①。。］の印】の【のロのず四コ【ロ『》ｂＨｏＱのす】豆⑩つ一口『】『ロｐＨご○す一】ぬいご」。
したがって、バルドウインの統治活動は、前任の大司教ディーター以来続いてきたトリール領域の争乱を収拾
〈Ⅱ）
すると同時に、質入れされた城塞その他の教会財産を請け－民すことに向けられることになった。そして現実に、
「大司教パルドゥインは全力を挙げて、〔トリール教会のみならずその都市トリールと司教区との住民と臣民を略
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（肥）
奪１」た〕上述の者達との平和を達成し質物を請け―民す」ことに成功したのである。のみならずバルドゥインは、
一三五四年までの統治期間中に、上述二一の既存の自由所有城塞の外にさらに一五の自由所有城塞を新たに獲得
（咽）
している。恩一二の目巨・国、］□の■の。【・因四一Ｑ日息斤の旨・国巳二の二の｝庁吋・内山ＥｍＳの号の渦・の戸］・宮。ｐ尊の同胞（以上新建設）・
両目】⑫国□ずの〕曰国円（従来未完成であったものを完成）・【◎すの曰・の【・ミの己の一・ｍ〔の貝のロゴの侭・ｇｏ耳①ロ・ＰＣ、丙冨四一の『
（以上購入）．⑫、夛目号冒【、（空席になったレーエンとして没収）．、、富・のｎ房・ぐ皀日四『（この二つは征服による）
がそれである。バルドゥインの治世における自由所有城塞のこの著しい増加という事実だけからしても、一四世
（ｕ）
紀前半期Ｉｒリール大司教のランデスヘルシャフト形成にとって城塞が重要な意義を有したことが窺われる。レー
エン城塞についても同様であり、パルドゥインはその大司教就任当初一九しかなかったレーエン城塞を長期に及
（胆）
ぶ城塞政策（レーエン寄進契約）を通じて実に一四四にまで増加輿ごせたのである。
（２）雪・向冒閂．：目旨．Ｈ・ミッタイスＩＨ・リーベリッヒ箸、上掲世良訳、一七一一一、二二九頁。
（３）○○口（○の。①３斤一○シユ．②如岸の曰８口呉〕目一ョこめ》呉ロ■］］■の＆［局冒》ｎ回⑪［日己己の’－，ｍ［ｍｍＥｎ－ぐ一国冨叩『ヨヨロ臼印の。ｎ｝＠の臼ロ旨艮ぐの｝
Ｃｎ８印】○自の目ぐｏｎ目のぐの一四二ＣｃＥｏｃｇ冒官の〔の〆貫８己禺『巨目白『〔さらに朕は、フォークト職権を理由とするのであれその
他いかなる口実によるのであれ、教会の土地に建築物、城塞、又は一一一国うまでもなく都市が建設されるべきでないことを定める〕
（ＣＥの」］ｍｐｍ凹員冒己］巨口、田口『の①、、三、耳のこの円。①貝⑪、弓自宛の『ｎ房ぐの臥四のの巨皀頃閂》すＢ【す．『．【・国のニョの『（』・シロ戸皀］単）・Ｚ【’患
》⑫口百百日シ『戸』叩の国曰の貝のの旨Ｒ】曰】のム臣ＣＱｐＥ－］Ｅゴロ。『口日日寓目曰くのｌｇａ白芹の日冒Ｒの］巳一、旨ＢＲ旨ロロ巨日８口の【目の『の
：ご田曰巨叩〔朕は第一に、朕が諸侯に不利益を与える目的で新たな城塞と都市を建設すべきでないことを定めるものである〕
（【・間目白日閂『三円’団）．
（４）田・冨冒の『⑫．□①『の国胃旦の⑩二○弓の二三旨の｜凹一（の円のし．シ員一・．巴『一ｍ・置黒・》国・ロヮロ円．□】の切貝いめ。←鶴》宛．Ｆ口巨奇の『・ロの
少巨⑪亘匡二口賄旦の⑫月日『】８円】■］⑫国呉の⑪。⑦円尻巨『白『⑪［①己ぐＣ三『『】曾苞冒胆四・℃凹冨の（四厨ｍ）・口①『・の臣【輿ｗ参の、円の司耳●邑巴の薗凹冨日』』。
（１）四・両目囚一目の国Ｅ頓の・念．Ｈ・ミッタイスーＨ・リーベリッヒ箸、世良訳、『ドイツ法制史概説』（改訂版）、昭和四六年、
二二九頁。
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（遁）レーエン城塞の名称と内訳は以下のごとくである。（ｉ）大司教に対して優先的】垣⑫９義務並びに開城義務を負う城塞。
の。一日⑰・口のワ目的、冨巨印の房［のご》三目祠①『⑪蚕『、すの。》丙呂『ワニ『ぬ》切目、宣言の一【の【のすＥ『蜆筥○一ｍす、碕》津且日目『》の９日のｏ塚
の『の。圃巨》の四百》○『血目目『四ＰｇＨのロロ頁甲目四目のごすの【甲三口⑫、口Ｐ印の］］．【四］扁己ごｏ『Ｐご一『己のｇ『甲因。。、『の①－８局ロラｇゴ。（・
厄○一ｎ戸【◎すの『ｇの。且○辻》向す『の。ｇ『頭勺○日目の目（目旦の『冨○の①一｝》□凹巨》ｚの①【．、の旨の旨巨富の『］向屋ｎ戸⑫】ヨョの日》、白鳥ｎ戸のＰ
ご『。一一の〔の旨・■す⑱ご》○□のロ可凹ｎ戸○ヶの厨房旨や二言一旦のロすこ『頤ＦＤ量のｐごどく。］（ごくの一一の『》田一の⑩②の曰》団『巨、コケの一国辱『巳のコワ、、戸向⑩。ラマ
【一房⑩の『四岳言司昌『の己一国【の』の９，戸の①厨の①すの凋一ロゴ『。□の。丙昌一の目員己の国巨一団己、声のＰの島目ご貝函・口すの呂巨『い□口恩白与］》ＰＣ、天，
二の一一の『》⑭呂尹「四日目ごロ【醇冨○戸ｍＰｍ厨口豈庁］旦乏の－，重『ｎ房Ｐ幻凹ご已乏の』］の夙因ご匡口由のＰ国の耳『ご曲の口・田のヨヨ、の。》田ｏョ宮『頭》
三胃ＳＥ『ど》のこの『すの【ぬ。（“皿）大司教に対し開城義務を負う城塞。の己。『【８９『、》□・ＳｍＳ》向『一目ｇｏ戸三百ｏ房『三ｍｇ．（耐）
大司教に対し優先的義務を負う城塞。口のａ。『【》ロ一。この。汚》【の曰⑭宍◎戸【の島田日》国Ｃ『二三四１のこすの凋・（．Ⅳ）義務が明らかで
ないレーエン城塞。ご三目の、宍．『の『己ｎ戸シ『の。『の一の『□一のＮ・く三『目『・【のヨロの己ｎ戸城塞名不明（冨昌目との①一②すこ⑪、寿の号。｛の中
グー、ニー、
１４１３
、－〆、‐〆
グー、￣￣、￣～
１２１１１０
－〆、￣、=〆
〆－，
９
－〆
ゴー、〆￣､〆丙へニーベ
８７６５
、－戸、￣、‐〆、－〆
一二・ｌ詞・■
尋「・Ｉ幻・国
国巨『頓の。⑫『．
］画豈『豈巨再旦の耳国（ごＣユ愚、、巨口已司。【団、ゴニコ頭の貝ロ。．×。）》］》三》の．］患・
二戸！”・因の日の．国巨『ぬのごロＣ一言宍巨皀。■の『『印、彦四再・の・屋・
幻．Ｆ囚巨冒臼》円の。】【Ｃ昌凹］⑪日日雪の．］旨雪］」］・
田・ロヮロの『。□】の因巨汽、》の．＄》一室・Ｉ宛．、の日印ご因巨『館⑦己己Ｃ一一二宍ロゴ・田のｑの、す■岸や、．」②。
三・‐丙・国の『ロ⑪．団員胸目ごＣ冒弄巨己田の『【⑰。富津》の．ｇ・ベルンスは宅口一回の（白１円〔都市トリールの中にある大司教の城館〕
を挙げていないが、□の【⑰．》口・凶・Ｐ⑫・巴」の地図ではこれを自由所有城塞と記載している。
戸冒巨どの『》曰の。芹○コ巴黒目［》の．」麓・》］・言。［の、宮（ず８『す。）・ロの国色一旦ロヨの①ロ．シ巨守凹巨》両貝の【の冨呂巨且旨冨一（この『
ご『宍巨ロロのロ、回目目ｐ一口ロ、○の⑪同日互いｎゴ。跡ロローロ畠曰く○コ目『】の『》こぎ》の．』・
ＯｏＱの×因四一・昌口のＥｍ・旧ＲＣＣの目盲目や旨恥］・二国○扇、す（ずの“『ず。）ご□一の国四一』昌己の①二》の．『『（・
”・旧凹貝目の円・目のｑ】８ユ四一の厨色【百ｍ・国句・
ｇｏ巨目□巳ワ臣の。曰冒ぴＥの己の目団囚匡の君旨こぃ、『の三⑦で一⑫ｎ【）己こめ己■Ｃの曰。ヨヨヨ◎二のロの乱の。】【》○す一｝ぬ四【四『のこのロ］一戸一一（ＣＣＱの〆
国四一口巨冒のＥい・勺８．の日旨日旨汕］・三○筋ｎヶ旬・四・○・・ｍ・認｝．
ご「・Ｉ詞・国の『口の。因貝ｍｍｐや○一葺穴巨皀９匹の『『⑪ロゴ四戸の．ｇ・
一二・Ｉ幻・国の日⑪》田口『、の己己◎房涛巨ヨユ型の『『⑪◎す、津】の。ｇ一両・Ｐｍ巨冒の『・目の貝】８円旨】⑫［四四［。、」筐・くい］・囚巨ｎヶ題・祠ヴョの『・ロ一の
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次に、城塞、特に自由所有城塞のランデスヘルシャフト形成に対する意義を明らかにするために、大司教バル
ドゥインによって展開された城塞レーエン政策を考察することにしたい。先ず一般的な概観を行っておくならば、
城塞レーエン団員ｍ］のげ⑩ロ鳥の巳巨目８⑩〔『の口の①》８の【『》庁且巨曰とは、封臣に対しレーエンとして付与された城塞その
ものと、城塞守備に当たるブルクマンに対し経済的給養を目的として付与されたレーエンとの二つの意味を有す
（１）
るが、ここでは城塞レーエンの語はこの後者の意味で使用することにしたい。通常のレーエンの保持者は軍役
（２）
四の①円薗ゴュと主邸参向国・魚昌耳を主要な義務として負担するのに対して、城塞レーエンの保持者は、これらの義務
に代わって、城塞守備国巨『召昌因口温葛四、宮の義務と、継続的に又は一定期間城塞の中に又はその近傍に居住する
（３）
義務宛の⑩丘のロ目色一、胃とを負担するのが原則であった。このように、本来的レーエン制がフランク時代以来のもの
であるのに対して、城塞レーエン制は一二世紀中葉シュタウフェン王朝時代になって初めて形成されたものであ
く４）
り、また本来的レーエン制の一特殊形式である。
かかる新たな形式のレーエンが生み出された背景をトリール領域について見るならば、それは何よりも先ずブ
（５）
ルクマンの城塞守備勤務を確保するという城塞主たる大司教の要請であった。トリール領域における８⑩芹の」］山目⑫
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間地点）『言○日８←向雪『の■ごロ『いい、声○口の、宍・国⑫９Ｃ綜芹のご》ごく凸一旦の。【・団日目、胃。Ｐ、国三の、【》再汀の旨ｇ一一のロ亨展一『、言の『閥・ロ］］．
⑫呂目己号員、．ミョ〔の『す臣『ぬ》の国鳥目目【ぬ》宛Ｃ冨弓①『ぬ》三目の弓巨『頤墨目Ｃ］響の賃ＤＣこの口ワ貝、『印、且①ロ日『頓冨Ｃ己〔ロー凰『・
出ｇｍｇ◎ず》の】の『、宮『、》国『穴のロ｛の戸三月冨己篇】日・冒冒、冒弓の］｝の『》の【目【》いのヨワの渦》言の。①｜⑫ゴの】ロ］》宮『の已厨のＰ国の【すの巨白Ｃ員
宅己冒目【］ご》の一のＲ丙．以上の城塞名と分類は言・‐罰・函の『己⑪『国巨【ぬの弓。］冨穴巨己出、目⑫、富津》ｍ・函』』による。ぐ、】・目・ゴロの風．．“・
四・○・》の。酉冥。
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〔ブルクマン〕の史料初出は一一九四年であり、当初は大司教のミニステリアーレン冨目⑫庁の『巨目がブルクマン
（６）
として勤務せしめられた。しかし、この時期は司教叙任権闘争の時代（’○七五’一一二二年）に始まったミニ
ステリァーレンの身分的上昇とその拘束関係の弛緩の時期に当たっていたために、大司教はかかる独立化しつつ
あるミニステリアーレンの城塞勤務を確保するための手段として、城塞レーエンの制度に依存するに至ったので
（７）
ある。さらにこのような城塞レーエン政策を大司教に採らしめた原因が、とりわけ一三世紀における大司教の自
由所有城塞の増大という事実であった。かくて一四世紀初頭、一三○七年にバルドゥインが大司教に就任する時
（８）
までに、前節で述べたごとく、二一の城塞がトリール大司教の所有に帰していた。次にバルドゥインの城塞レー
エン政策を、いくつかの自由所有城塞の各々について、そのブルクマンを具体的に取り上げつつ考察することに
したい。史料として、主に、プルクマンの城塞レーエン受領書が使用される。
先ず国の曰百切斤の］のブルクマンとして、①司国の９『－９ぐ○二【の」｜の己冨９と②呂丙。」目の『目【の一｝のごｇＳの兄弟、③
（９）
騎士昌一のの国巨、。ご・口の圓口（１９の伊呂】□の）を取り上げたい。①句国の。国・可は一一一一一一四年一一月一○日、既に大司教か
ら受領した七○プフント・ヘラー勺昏己西の｝一角の金額のために、その弟三房○一四■⑪と共に自由財産シ一一。。として所有
する【①一一のご冨呂所在の荘園国。【》ぐ一」］山について、そこに付属する財産を寄進し、さらにこの財産を国の日百⑪（の］の
（皿）
城塞レーエンとして再び受領した。この財産の内訳は、一七シリングの○皀］国循一一分の一へラ１の収益をもたらす
Ｐ目胃印なる住民の財産、一二シリングの収益をもたらす目冨一日目ロなる住民の財産、一七シリング｜｜分の一へラー
の収益並びに一マルタ１言巴庁の『のライ麦をもたらす【。。『＆ぬの二・富色目の一。旨なる住民の財産である。なお、説明
のために付一一一一口しておくならば、句『『巴１，ゴが予め大司教から受領した七○プフント・ヘラーの金額は、Ｐ①ゴの品の一○
〔レーエン寄進料〕と呼ばれるものであり、ベルンスによれば、封臣の給養とその報酬の支払を目的として、通
〈ｕ〉
例レーエン契約締結に先立って与、えられるのが原則である。これを受領したブルクマンは自由所有財産の寄進を
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義務づけられた。さらに、円目買匝・曰冨］自画目・【。ご『且の一一一名の【の－－９９９住民は、句烏９『一ｇが所有する荘園の
一部を構成する財産〔農民保有地〕の所有者、つまりグルントヘルたる同国の９１ｓの支配に服する荘園従属農民で
（皿）
あると解釈されよう。なお【の一一のロ冨呂は、現在の宛ずの一ロー出目己、丙‐【『の】⑫（旧【『の厳の｝目日の『。）に属し、国の『。冨切（の一
（皿）
城塞から東南東約一二○ｍの地点に位置する。かくて句ュのニュＣコは、因の己冨⑫（の］の直接の周辺地ご日一口目とはいえない
にせよその近隣地【の一］のご宮島にその時まで自由財産として所有してきた荘園の一部を大司教に寄進し、それを改
めてレーエンとして受封したことが確認される。因みに、句『一巴１８の城塞居住義務期間は、年に少なくとも一八
週間である。
次に②三房・一目⑩ぐ。ご【の一一のｐｇｎ可は大司教から六○プフント・ヘラーを受領した代わりに、一三一一四年三月七日、
（Ｍ）
【の一一の。ｇロゴ所在の荘園に属しかつ自由財産たる諸収益を寄進した。この場合に、一一四シリンダ・ヘラーに相当す
るライ麦とカラス麦各々ニマルターが寄進された収益の内容をなす。さらにＺ岸。一目⑩はこの荘園において所有す
る自由財産の一部を、の一の鰹『一日との具：四目ぐ。ｐ閨『円冨の一・の一一名の【の一一のロ冨呂住民が有する財産と合計して一
プフント・ヘラーとなる形で大司教に寄進した。三六Ｃ一四口のは以上の諸収益を、の日百の芹の］の城塞レーェンとして改
めて大司教から受封した。【の一一のｐｇｎゴが国の日百の【の］の近隣地であることは上述した。なお三房。｝目切は催促される
度毎に居住義務を果たすべきことが定められており、その居住義務期間は不定期である。
③騎士出巨砲・ぐ。曰の【の旨は一○○プフント・トリール・プフェニッヒ日の『・勺｛のご己、のレーエン寄進料を受領した
代わりに、一一一一三四年九月一四日、「私の次のような自由財産、つまり【凹昌の己冨：村所在の水車小屋一棟と、こ
の村落の境界内にある私のいくつかの葡萄畑と牧草地との一部を、そのすべての付属物と共に」大司教に寄進し、
（応）
これらの財産を改めて国の日百ｍ（の］の城塞レーエンとして受封した。村落【、呉①回す四ｓの位置を詳細に特定するこ
とはできなかったが、それは今日の帛旦の国の曰百ｍ［の］１二言－－９に属し、かくて城塞国の曰百の【の］の近隣地に位置し
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次に言自□角の目の区のブルクマンとして①函のご『】９ぐ・■□、目、②勺巨｝旨く○口のロ］①砲①］ずの岡の一一名を取り上げ
（肥）
たい。まず①因のご『局けぐ・ロロ色目は、既に大司教によって支払われた一○○クライネ・金グルデンこの』ロ①の。一・ｍロ］，
：ロのレーエン寄進料のために、一一一一四一年一一月一八日ロの日の目号所在の自由所有地をその一切の付属物も含め
〈ぬ）
（刎）
て、言、己の吋のＳの丘の城塞レーエンとして大司教に寄進した。この□の目の国岳は現在の【風の□四目に属し、冨目‐
（Ⅲ）
ＱのＲｍｎ彦の苞から北東約一二ｍに位置する故に、冒目ロのＨの島四・の近隣地と看倣される。なお出の旨風呂は年に最低でも
一一一カ月間自ら己の『口ＣｍＳｍｏｍ又は代理の騎士一名を通じて◎の『冒日ご目一局目城塞居住義務を履行するよう定められ
（Ⅲ）
ている。②恩一一】旨くＣｐｍｂ】の胸の一ヶのＨｍは、「城塞言色己の厨呂の昼の中に位置する…邸宅一一棟…及び支配区臼の日、目、
冨目・の厨、丘①画に属し…閃・ｍｍｓの昼と呼ばれる荘園ｑ目の○○日・印…の旨⑩ごｏｇ－１Ｃ三目・のＨ⑫９の】ｑ…の【８『白日
（理）
曰、曰曰困○の、＆の一（…旨曰の曰。目言凹己の『印ロゴの一（」、及びその他「いかなる財産であれ私達〔勺三一」弓と妻句の（『』、の四〕
（瀦）
が支配区冨四目の円の島の己の中で所有する財産をＣ巳８口昼冒すの日巨切言日切武、冒冒目○円のｇの苞」大司教に寄進し
（別）
た。この支配区を意味する。】⑫日、目印とは、城塞に付属しかつ城塞によって保護されるその直接の周辺地を指称す
る。さらにこの関連で、上述した自由所有城塞因の日百の区の周辺地も＆印国、日切とよばれていたことは、「モーゼル
川の流れを利用して運ばれてくるカラス麦が、国の曰園凰の］との目目１３昌胸〔とのブルクグラーフ国昌、曾旦〕が差
し出す馬によって＆の日・目の、の目百⑩（の］から、〔トリールの大司教宮殿勺画一四⑫目巨弓国の【まで〕運ばれた四『の目》。ｐの
ぐの昌庁勺の吋旦の、、の口、巨貝］字【。⑩の一一の）已巨ｎ斤四席臼（・の国の円己丙四切庁の｝の貝〕苞のす巨吋由己の円のｃｐＣのＱの＆⑩〔ユ。【巨因の局口丙凹鴛の一」とい
あ
る
こ
と
に
な
る
。 （嘔）
たことは疑いない。最後にこれらのブルクマンの身分に関し③出口胴・が騎士であることは既に述べた。②ｚ】丙。］囚巨⑩
については「騎士…■の同日彦の○二の己。豈弓。□【の一一①。宮島の息子目目⑫。○日ご一目芦の。□の己。＆の【の一］旨冨呂昌一量の」
（灯）
であると述べられている故に、騎士家系であることは疑いない。とするならば、兄弟の①句『〕の１１，声も騎士家系で
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一四世紀前半期トリール大司教パルドゥインの治世における城塞とランデスヘルシャフト
（笏）
う文言から判明する。なお勺巨』□己はレーエン寄進料を受領してはおらず、また、大司教側から要求された時には
く酪〉
いつでも城塞居住義務を履行すべき義務を負担した。身分に関し、同『】８１、ぼくＣｐＣ四目については筆者はそれを
（汀）
明らかにしえなかったが、ぐ。ごロ、自家は一一一一一一六年以来ミニステリアーレンであることが分かっている。彼は城
塞で騎士勤務をなすのであるから、我々は彼をミニステリアーレン身分出身の騎士家系に属すると判断して差支
（畑）
えないであろう。勺言一一℃ロ『○二のロ一の頃の］すの『ぬの身分は騎士見習い【己四ｇのである。
（”）
次に、の四閂亘『ぬのブルクマンとして三一『一．ロぐ・ロ甸閂の〕⑫８『、を取り上げたい。乏冨ｎケぐ・口印の】⑩【・吋喘は一一一○○プ
フント・トリール・プフェニッヒのレーエン寄進料を既に受領した代わりに、一一一一四三年六月一一日、その妻と共
に、「自分達が当然のこととして常に共同で経営に当たっている下記の自由所有財産……つまり自分達が
の酋閏ワ日、においてまた【胃甘において所有する二つの農場と、ロ【ａ。『（所在の…自分達所有の水車小屋を彼〔ト
リール大司教〕とトリール教会に寄進しかつ譲渡した］日の目旦○の曰の国〔のぐ○口目国の『の…目⑪の『の扇８，昌呂の
ロの目四ｍののｎ頁】ずのロ⑪（の一斤・の、勇『】肘］ロ且ゴョョの、宮津ロ目の。］］のロロ〕】【ぬの⑩目】の員冨員巨狩の庁『四ｍの口巨旦巨｛頃のｍのどのロ…
〈鋤）
ロロの①門田葛。声Ｃｐｍの芹の□のロョ「】『ぽ■すの口目の四『す口『、ｐｐｑ刷巨【］『駐……口ロ。■ロの①『曰巨一のロ…四コロ【ａ。『（」。なお【胃｛四（Ⅱ
（、）
【】『、）は⑩四日目『ぬの南西約八・五ｍに位置するので、の回日ご自晒の近隣地であると看倣される。村落ロ【ａ・【【は現在
（Ⅲ）
目『》の『１ｍ四日ワ色『ぬ【【の｝②に属するので、の四四『す目、の近隣に位置することは疑いない。三三『－，可の城塞居住義務期間は
（兜）
年に少なくとも一一一カ月間①百『】の耳のご］〕四『の⑩である。なお、このの四四『す貝砠について、「の四四『ず巨『、の裁判区、支配領域
（羽）
及び支配区において冒旨ュのｓ８Ｃｐ①。。ヨヨーＣの己厨ヨロ目』①の：『盲『、」、「の：『す■『、の支配区において旨Ｓｍヨロ目
（顕）
９のの■『す巨廊〕、「及び同トリール教会の〔の、胃す員碩の〕ラント〔の［日昌・臣の］Ｃの旨ののＲ］の、一の円『のぐの『のどの一⑰」のごと
き文言が現れており、この事実はの四四『ワロ日の周辺地が旨『一のｓｏ豆ＣＱｏ日ご旨曰の（＆⑫〔１，日、、ｓの［『－，日の、〔の『国（ⅡⅡ
（妬）
円目９９の巨厨ロゴ）と呼ばれていたことを物語るものである。なおミヨロゴの身分は騎士である。
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さらにＺの臣の『目『ぬすの二言貸一－９（三○『色目日の（『匡曰ロ『○℃の二三（一一ｓ）（以下Ｚの口の可ず目、と略記）のプルクマンとして、
①勺目一ぐ。ｐ国呂、②国の旨風呂ぐ。ごｏのロ〕回目のロ、③因の『【目目ぐ・己屋目の］、④司己の旨呂ぐ目尻＆ぐ、⑤］・盲目
（説）
ご国のＮぐ○二・の『ｚの臣の『すこ『ぬ、⑥、。｝旨く◎ロンー（１，ヶの六名を取り上げたい。先ず①甸自」ぐ自国９は一一一一二七年一一一
月七日、「このｚ２の【亘伺城塞が建っている山の斜面にあって自分が現在住んでいる一一棟の城館と、さらにこの城
山の上にある土地とこれに付属する自分の荘園の外に、山麗にある葡萄畑・耕地・畑・牧草地・放牧地・森林．
、
、
、
、
、
、
、
宅
勺
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
及びこの城塞の支配領域とその区域庁の同旨Ｈ盲目の（８昌已、内において自分が所有する一切の財産を。○曰。“
日の凹め⑫一国印ごＱのい、のロの巨日Ｃ口画印ｚｏ巳、凹め【『】己『の＆。【】ｃ口四ｍごロ凹亘【。】庁の目閏の四目、四ｍ（『のロ叩の曰のＥｂ『囚＆ＲＥ口
。］。。〔のロ］ｏこ。〕。■『一四閂己の四一二℃のロの再ゴ○二斤一のの斧、のぐ一コの四の四ｍ『○の、四閂ごＤＣのロ『四【四つ四のｎ口ロ⑩』ぐ凹めの（ロロ】ＤＣロ】ロゴ■茸の○一口
〔のｑ一ｓ『一・の〔８口［冒房曰ｎ口８ｍ目」大司教に寄進し、かつこれらの財産をｚの口の『ず胃、の城塞レーエンとして授封
（羽）
された。レーエン寄進料として勺凹昌は一○○プフント・ヘーフーを大司教から受領したが、この金額は授封された
（鋤）
レーエンをより良い状態にする目的と城塞居住義務を履行する目的とのために与えられたものである。勺四口一の最
低居住義務期間は年に六週間である。勺２－が大司教とＺのこの３頁函の城塞レーエン契約を締結するに至った経緯に
一一一一口及しておくならば、祠目一はこの契約締結の直前一三二四’二五年に、外ならぬ大司教領の地方行区シ旦三の口の『，
ｇ【ぬの司掌者アムトマン」百日］凹目を勤めたのみならず、その直後一一一一一一一七年にはやはりシ曰（冨囚且の『切呂の一』の
（側）
アムトマンをも勤めている。とするならばｚの口の『ワ巨『ぬの城塞レーエン契約締結は、彼がｚのロの『盲『硬のアムトマン
官職を離れた直後、二目・の【⑩ｇの匙のアムトマン官職に就く以前に行われたことに準訣・彼が大司教に城塞レーエ
ンとして寄進した自由所有財産が、上述のごとく、いずれも城塞ｚ２の『ｇ『ぬの真近乃至その周辺地にあったとい
う事実と、この城塞がシ曰（ｚの口の『盲『ぬの行政上及び政治上の中心地であったという事実とを考え合わせるなら
〈他）
ば、その自由所有財産は彼の醇冒〔ｚのロのＨっロ『的のアムトマン在職中に獲得された可能性が強い。いずれにしても、
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jaresmitwapenundpferdenunduberdaz」へj二'Pやｅや縄(Ｗｏ－ＸＵ箔CVHeinrich型」K而蒋侵酉卜F'○、
｛トキハュ７，Ｋトハト剖謝葺蝿（一鱒Ｕヨ一浬ｅ八一谷ニミァ、蒋辰Ｋムヘーヘュ寒升橿緊事ヨー
ライネ・グルデンのレーエン寄進料の支払を受けた代わりに、村落閂々弓に自由所有財産として所有する邸宅と庭
園をそのすべての付属物と共に大司教に寄進すると同時に、通常のレーエン関係設定の場合と同様誠実宣誓を
行ってこれらの財産を改めてＺのこの『宮『ぬの城塞レーエンとして受領したことになる。なお村落【Ｈ・ぐはｚのロの号昌ぬ
く妬）
（伯）
と同じく現在【『の尉因の日戸口⑩庁の一’三｝耳一一◎ずに属し、ｚの巨円す貝、の東南東約一○ｍの地点に位置する。かくて【＆ぐは
ｚの巨の【宮『ぬの近隣地である。ハインリッヒと並んでその相続人も共に城塞勤務を負担した事実は、城塞レーェン
が相続の対象となっていたことを物語る。また城塞勤務が馬と武器を携行して行われた事実は、言うまでもなく、
それが騎士としての勤務であることを示すものである。
③国の§■旨く○口尻目の｝はその妻呂一一回目と共に一一一五プフント・ヘラーのレーェン寄進料を大司教から受け取った
代わりに、一一一一一一四年五月八日、「土地、畑、牧草地、菜園又はその他いかなる形のものであれ、〔村落〕冒且ｑすの日の己
とその領域内で自分達が所有するすべての財産を○日己四ヶＣ目□目の呂呂【の日すの§すこ『のロの庁の丘の日〔Ｉのｏｑの貝〕
（囚１８【一○冒色『の厳四円】の頁昌、８日口の。＃一⑫⑪の巨凶昼⑫Ｃ巳宮、２日目の８口⑩］の【の目ず昂冒すの曰巨⑩」大司教に寄進し、
〈灯）
かつこれをｚのこの忌日、の城塞レーエンとして改めて大司教から受領した。村落【ご□①３の日のロはｚの臣の忌日胴と同
（蛆〉
（伯）
様現在【『①］⑰国の日百：－１三一三一＆に属し、ｚのロの忌日胸の東北東約六ｍの地点に位置する。したがってこの村落も
ｚ２Ｒｇ侭の近隣地である。なお城塞居住義務期間に関する記載はない。④句『】の目８『Ｃ已呼。『は「’○○と……
〔判読不能〕……一○プフント・ヘラー」のレーエン寄進料を大司教から受領した代わりに、一三二六年一月一一一日
「村落【弓の已順の近傍に所在し私が自由所有財産として所有する私の塔を、これに隣接する城館及び囲壁と共に
白『国目白の四日目目、昌冒の〔ＤＣ日の円】。且旨、の口ご宮のの旨の：且ご】一］凹冒ＤＣぐ一目の餌一］。＆四一一（円呂目の◎の耳ヨの貝の⑪」
（釦）
大司教に寄進し、かつこれらの財産をｚの巨の『す巨伺の城塞レーェンとして改めて授封された．村落冒藝の鍋は【己電
の近隣地であり、【ａぐは②国の目〕Ｓ『目の①日冒Ｑの己の場合に述べたように、ｚ２の３頁、の近隣地である。なお
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⑤］Ｃ冨目ぐ国めぃぐ・ロロ円ｚの色の『ワ貝、、⑥○・一旨ごＣ口シ一汗『一島の一一名に関しては簡単に一一一一口及するに留めたい。先
ず⑤］Ｃ冨目ご『四閏は一三四一一一年八月五日ｚのＥの『ワ昌函地域にある館と荘園四目叩口且国Ｃ｛をｚのこの『ｇ『ぬの城塞レー
（別）
エンとして大司教に寄進している。この館と荘園がｚの巨円ウロＨ、城塞の周辺地にあったことは一一一一口うまでもないであ
ろう。⑥ＣＣｌヨぐ。ごシ一日ｇは一一一一一一一一一一年一二月一一一○日し一日Ｓ所在の荘園をｚの巨の『す頁、の城塞レーエンとして大司
（弱〉
（弱）
教に寄進している。このし一日Ｓはｚのこの忌巨『ぬと同様現在【『の一ｍｍの『ロ百ｍ（の］‐ご「一三一島に属し、かつＺの■のＲ官温の西
（駒）
南西約四ｍの地点に位置する故に、やはりｚの巨の託す日砠の近隣地である。
次に、ｚのこの『盲『ぬ城塞の直接の周辺地が〔の『『岸・円旨目】と呼ばれた事実に関しては、①思巨一ぐ自国ｇの例につい
甸円】の□風呂は「武器と馬を携行して自ら城塞居住を行う〔臼、の『の『の印－９の昌一目】己の円の。目一のＢＢＢ口『目、の戸且巳、」義
（馳）
務を負ったが、城塞居住義務期間に関しては記載がない。いずれにしても、この句ュの９１，ヶの例は、大司教の自由
所有城塞の近隣地にあるその他の貴族の軍事施設（塔、城館、囲壁）が、大司教のレーエン制的支配権下に組み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
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る
。
の
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、
軍
事
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設
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明
ら
か
に
、
自
身
に
対
す
る
危
険
要因を除去すると同時に自巳の権力拡大を図ろうとする大司教の政治的意図を一つの重要な背景として行われ
た。このことを示すのが、「私〔句『一巴『－９〕は〔上述の〕塔を城館並びに囲壁と共に、優先的な．かつトリール大
司教閣下のみならず同閣下のｚのロの『ｇ『、の城塞指揮官〔アムトマン〕の要求に応じて何時でも開城されるレーエ
ンの法に従って……受領したことを確認する〔貝【目、目】２『一四の【己○日の１。旨『のｍのａ二一四一の〔息の１亘一一厨目］ロの
芹のロ〕ロ。【のｍＱＱｏｐ】ご一目『の『の『○日目四『、三①己一切ＤＣロくＣ旨ロ国（のロ〕口のｎｐＣｐｎ四ｍ【円の二四ｍＺ。ご】、四ｍ戸『］のごｍ・の日。。日】己……
〈弱〉
『の。①己】⑰の①曰の『の８ｍご○の８」、という文一一一一口である。かくして司己のＱ１９の城塞は大司教バルドゥインのレーエン制的
支配権に服するに至ったと同時に、何時でも行使可能なその開城権。｛昏冒随の『の、茸にも服する。篇目囚巨の〔開城城
ま〕と化したことになる。
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て既に言及した。さらにＺのロの忌日胆城塞に関して、「私がこのＺの臣の『ず貝砲の裁判区内で…所有するものは何であれ
（記）
・昌日昌斤冒すの。…冒旨己の臼昌○口のｓｏ〔一己Ｃぐ一日⑫（『】」（一一一一一二六年）、「ｚのロの忌日函の城山とその支配区の中にあ
（弱）
る私の財産す○目白の口ご曰。□【のｚＣぐ－８ｍ目の庁⑦旨いｓ⑫〔『】、目の洋画」（一一一一○四年）と史料で述べられている。こ
れらの事実は、ｚのロの『目『蝋城塞の周辺地が（の可冒『ご日旨『一の昌昌。》＆⑩国、旨⑩と当時呼ばれていたことを明瞭に
物語るものである。このことについては後述したい。身分に関し、①勺目一『自国ｇと④句１の。『一、すぐ○二【＆くは
（帥）
騎士であり、⑥○○一旨ご・ロ筐芹１８は騎士見習い図の一百の、亘である。またこの三家族はミニスーァリァーレン家系で
（皿）
もある。②四のヨ『』ｎヶご・ロの①日目・のど、③四の『ョ自口ご・。【ごロの｜の身分を筆者は明らかにしえなかったが、しかし
城塞で騎士勤務に就くのであるから、少なくとも騎士・騎士見習い・騎士家系に属するもののいずれかであると
考えてよいであろう。⑤ぐｏｐＱｑｚの口の『すＥ『ぬ家の］・盲目自身の身分は不明であるが、この家系の先祖の一ｍの一ヶの耳二⑪
が一二一一一○年、「騎士にして、この口のＨワ日顕における余〔大司教の〕ブルクマン目一の⑰８⑪（の］一目こめ。。の【の『ヨＺ（）ご◎８ｍ’
（砲）
（『Ｃ」として現れると同時に、ミニステリア１レンでもあった。かくして］○コ四コロは大司教のミニステリアーレン身
分出身の騎士家系に属するということができる。
続いて、四四『〔のロ｛の一⑩のプルクマンとして①の『囚〔○○言〔己の９ぐ・口の、百と②国①旨１８ぐ・コシゴ『の、ゴの昼を取り上げ
〈“）
たい。①の『■｛の。貝『－８ぐ・口の色盲］は一一一一二○年六月二九日、「一定の金額を受領する代わりにロ８８耳四ｍこヨョ。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
も
、
、
も
も
、
、
、
、
、
、
、
、
□の。自一の」、「自分の自由所有財産にしてかつトリール大司教とその教会とにとって有利な位置にある財産から上が
る収益の●中から毎年…二五マルクをご恒昌ＣＢ目巨の白胃８『巨曰…目目Ｃ『ロ日吊＆旨ニヨヨワ・己⑫。。⑪〔『】⑰四一，
一○□旨一一ｇ朋旨の（＆具の①Ｒ一＄】の⑩口のすのロ①の旨四房」、「大司教の城塞困貰【の員の一切の城塞レーエンとして受領しかつ
保有するよう義務づけられ、またこの〔金額の〕半分の寄進を未だ自分がなさない時には、右の財産から上がる
収益の代わりとして、大司教とその教会のために、自分の村落シ戸届員８をそのすべての付属物と共に、のみなら
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、
、
、
、
い
、
ず……困囚耳の己の一⑩の近辺にあるその他すべての自分の財産を譲渡し寄進するご【の己目］８の〔『のこのの８⑩（『一ｍ昌
國国風ごくの一切｛のロの『『］こぃ『①９℃の『の①【（のロの『の①［同巨『『】Ｑヨ】己冒凹切の一四〕四【一○二の日ロ○口９［］日庁９日口、巴、⑪巨○の【のＲ］の⑪〕ののロの
ロＣ日日の□『Ｃの一切ユの日『の』』三ずロのぐ】一一四缶］ワの『の、耳の『。』の、ロョの一ユの『『】具（旨のロロ］⑰巨己ぐの『の一ウＥｍｍｎ○日目国四一国す。ｐ四
（“）
Ｂの四⑪冒凰『８函四『（－ごくの一の……このご具：旨のの【四の⑰一四〕四『目⑪」と約束した。なおこの城塞レーエン受領書には、城
塞居住義務に関する記載はない。村落し一己のご『己の位置を筆者は特定することはできなかったが、この村落は函胃‐
〈開）
【の。｛の｜の城塞と同様現在の一一一『の⑫（のゴー「四一二『の一⑫に属する。－）たがってこの村落は四四耳のロ｛の一⑪城塞の直接の周辺地とは
言
え
な
い
ま
で
も
、
少
な
く
と
も
そ
の
近
隣
地
に
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て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
の
史
料
か
ら
、
大
司教は、自己「にとって有利な位置にある」、換言すれば、国囚『［の。｛の一晩城塞に近い位置にあるの『四〔の。耳洋】巴の自
由所有財産から毎年上がる収益の一部を城塞レーエンとして寄進せしめ、さらにの『昌○・［［（『】８がこの種の寄進
を履行しない暁には、これまた当該城塞の近隣に位置する村落等の別の自由所有財産を⑦『四｛の。氏１日をして寄
進せしめる約束を取り付けたことが判明する。の日【の。〔（守一巴が右二つの約束のいずれか一つを実際に履行－）た
、
ｂ
、
ｂ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
＄
、
、
、
、
口
か否かという問題はこれを度外視しても、少なくと●も、大司教は貴族によって寄進されるべき自由所有財産が、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
も
も
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
城塞の近隣地に位置する、刀Ｕのであることに重大な関心を払い、かつこれに拘泥－）ていた事実を我々は右の史料か
ら読み取ることができる。上述－）たの四四『ｇ『ぬのブルクマン目冨の］【目【冒出の【【ご・口内。この『目呂の『『］による城塞レー
、
、
、
、
、
、
、
、
、
エン寄進の事例は、右の事実を一層鮮明に示している。目嵐の］ロ］自己は城塞の：『ず巨凋の支配区ｓ⑫（１ＤＢのの中に幾つ
かの村落ぐ一一一四のを取得していたが、一一一一二九年一一一月一一一一日そのうち六村落を大司教に寄進し、これらを改めての目『，
（髄）
すこ『碩の城塞レーエンとして授封一された。他方において、大司教はこの六村落について高級裁判権、狩猟権、度量
衡に対する高権のごとき支配権的諸権利を自らの手に留保１）たばかりでなく、これらの村落住民に対し当城塞の
周辺支配領域〔の『『囚を防衛するための継続的援助を義務づけた。さらに大司教は、これらの村落住民がその他の賞
１２９
族に服し又は戦時の援助を提供することも禁止した。「のみならず、もし将来一つ又は複数の城塞乃至防備施設が
上述六村落乃至その付属物の昌鷲『局目⑩又は境界のうちに建設される事態が出来したとしたならば、かかる城塞は
同トリール教会のために優先的レーエンかつ開城レーエンとされねばならないであろうし、またこのようなもの
とせよ貝の一言已○の【の『ロ白目ロ曰くの一℃旨『厨８⑩【『固くの一【。Ｈ国冒ご臼の日、目ぐの］８葛己○頁のＳＤＢ『巨日の①浜ぐ】一一四日日
の①巨周耳国『巨日の＆【】８『】８目、の『言一一：脇の□のっのず目〔の（の『目〔（の。：］垣：日ロ関旨一冒冒一のＲ－の②】の目閂の『】【のロ⑫】」
（町）
ということが、目ケーの一日四目のレーエン受領書で述べられている。以上の事実はすべて、大司教が城塞の周辺地に
並々ならぬ関心を寄せていたことを示すもう一つの重要な証左となろう。もっとも、目亘の一日四目の城塞レーエン
契約締結の背景には、彼と大司教との軋櫟を和解に導くという別の政治的動機が働いていたことも付言しておき
〈餌）
たい。なお、右六村落のロー鴛臥の白⑫の意味は、ご＆⑪可］Ｃ目ぐの－８コ（ご】（）ＲのＳＲ関口目、の〆ぐ一一一色『巨日という書き方か
ら判断するならば、明らかに村落領域である。さらにこの関連で、この六村落の領域が（臼１斤・『ご曰とも呼ばれて
｛的）
いたことを付け加、えておきたい。
②国の目】９ぐ・コンゴ『の９国Ｑは大司教から六○○マルク・プフェニッヒ冨四『云勺｛の二三ｍのレーエン寄進料を受領
した代わりに、一三二四年一一一月一一一一一日、「グラーフシャフト・ヴィートの『囚諒、冒津冒巳の中に位置を占め、通常
ｚ丘のＨ言。］斤円・豆のと呼ばれ、領主館を欠き自分の庁のゴロ〔支配領域〕たる荘園一つを、同荘園に所在し年に一二マ
ルターの上等の小麦の収益が見込まれる水車小屋一棟、及び七○モルゲン三○岡目の耕地、五四モルゲンの森林、
八モルゲンの牧草地、一一一つの養魚池と共に。貝国日のヨの２円庁の日の四日（の『国曰く巳恩『一（の『ｚ丘の『三○一【の『Ｃ己の⑫旨ョ
旨８目白目・の三一の□の目四日目日日○一の己冒Ｃ旨□の目鼻・一口、己〔四口の具の郁巴日日ｍｓｘ四８⑪且〆昌白骨の『
の】一の四コの⑫口目巨昌日令）の庁開ご自画、ヨ国］日ロ四一一ワの戸のｑの四国豆一一目昌目巨の、ご白二］口日蝕一一すの。の曰・『一：、８）巨目四一一房
（加）
ロ３８『臣ヨヨワ区⑪Ｃ厨、目⑫」大司教に寄進した。また「これらの財産は、私〔ハインリッヒ〕に自由所有財産とし
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、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
さらに因のご『－８は右の財産を、「義務、誠実宣誓、誓約、及び慣習と法に基づきこの種のレーエンによって負担
、
、
、
、
、
、
、
されている勤務をもって、同大司教閣下の国囚『（のロ庁一の城塞の城塞レーエン並びに優先的レーエン一一四月】符目（旨
の芹日切【『の口印の８，斤『一ｓ。【】。。Ｂご】シ『、三のロ⑪８口国閏戸冒ぐの］印日ョ○口の『の【丘の一一日房冒『四目の昌一の９ｍの『ぐ目］⑫ヨ
（”）
国］】ず臣、【のロＳｍこのワ三⑪。①８コ⑪巨の目□旨のの己の旨『の」として受領した。この文言からは、一二つの事実が明らかにな
る。第一に、ブルクマンの封主に対する義務の側面が強調されている事実である。なお誓約旨『目〕のロ国の語は、上
述－）た城塞勤務に関する約束耳目］旨の『のを意味するであろう。次に、ブルクマンと－）ての城塞勤務の基礎が、誠実
宣誓によって結ばれた封主・ブルクマン間の人格的関係、換一一一一口すれば家士制ご凶の四一扉騨にあると同時に、城塞レー
エンという物的基礎乃至恩給制因のご島国一四一一二「の⑩のロにもあるという事実である。この事実は、明らかに、通常のレー
（だ）
注ロロきれよう。
て属するものであ自画の四一一Ｃｓ四房の『且曰の己の弓旨の具」った。なお城塞居住義務に関し、「私〔ハインリッヒ〕と私
の……相続人は、慣習があるごとくに、要求された時は常にまた何時でも、当城塞において武器を携え居住義務
を果たすであろうことを誓約するものであるロ『。且写の口⑪Ｃ巨己の碩○の【曰の一…ずの【の□①の冒昌、（○８ｍ弓。円ののこの島四目
（Ⅶ）
、目〕閂昌一叩｛四口のロ】ロ⑫Ｃ目且。ｎ日目臣の①ＢＥＣＱの二の、目］目のＨのｃ曰⑪言帛目自切員の⑪ロゴ○コの」と書かれている。かく
して西のご己呂は大司教又は当城塞の指揮官たるアムトマンの要求がある場合には何時いかなる場合であれ、武器
（泥）
を携えて城塞勤務に就いたことになる。なおｚ－Ｑの『三○一（の『・己のは現在のご『。一旦の『庁に比定され、このごく○一・の『芹は現在
（門〉
尻同の】ｍｚの昌亘のＱに属する。これに対して西山風の口【の｝ｍは現在【『の一のｚの昌亘のｑに隣接する言の⑪〔の。ご山一・百の一ｍに属す
二『歩、しかし三○一□の『（は四画耳のごけ］のの西約一二ｍの地点に位置し、やはり国四『←のロ【の」のの近隣地である。いずれにし
（巧）
ても国の旨１，毒は城塞出口『（の皀庁］印の近隣地にある荘園を、その付属物たる水車小屋・耕地・森林・牧草地・養魚池
と共に大司教のレーエン制的支配権下に置いたことになる。因に、耕地と森林が広大な面積のものであることも
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エン制におけると同じく、城塞レーエン制もまた物権化くのａ旨い一一、豈目ｍ８円内且国の『巨砲されていたことを物
（犯）
語る。もっとＪＵ、義務の側面が強調されている故に、物権化の程度は通常のレーエン制におけるよりも小さかっ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
三
に
大
司
教
は
城
塞
レ
ー
エ
ン
契
約
を
通
じ
て
、
プ
ル
ク
マ
ン
と
化
し
た
貴
族
に
対
し
、
そ
の
他
の
封主に優先するレーエン制的支配権一種⑪ｓの旧の冒呂のロの、富津を確立しようと図ったという事実である。大司教が
各自由所有城塞の各プルクマンに対してかかる政策を種み重ねてゆくならば、それはやがてトリール領域におけ
（ね〉
る大司教の優先的権力勺『弓目【の確立延いてはそのランデスヘルシャフトの拡大・強化に帰着する筈である。なお
（帥）
餌のご『局すの身分は騎士見習い【口のｏ宮である。
（肌）
最後に、ごくの一ｍ、ヨ『旨、のプルクマンとして］四戸。すぐ○口□己の一己。『｛を取り上げたい。］四声Ｃワは大司教から様々な
恩恵を蒙りかつ危急の際に幾度もその援助を受け、さらに二○プフント・トリール・プフェニッヒのレーエン寄進
、
、
、
科を大司教から受領したことに対する返礼として、一三一一一八年一一月五日、「私の村落【囚の８のロ冨呂を、その支配権、
高
級
裁
判
権
と
下
級
裁
判
権
、
従
属
民
、
牧
草
地
、
放
牧
地
、
船
行
し
う
る
と
否
と
を
問
わ
ず
川
の
水
流
、
及
び
い
か
な
る
名
目
で
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
れ
そ
の
他
の
諸
権
利
並
び
に
す
べ
て
の
付
属
物
、
さ
ら
に
い
か
な
る
名
目
に
よ
る
の
で
あ
れ
当
村落とその付属物において私が所有しまた所有しえたあらゆる権利と共にく】一一回目日の目】【『『、の皀冨目２ョ
Ｑｏｐ］一コ】。】ロユ⑫Ｑ－Ｃご○ロの“］〔四の（ず四ｍ茄回ゴ。『ゴー『ゴーケロのｎ回目】己厨□吋四（－，回の閂口○ユヮこの己山、、Ｅ』の四△■】の四ＣＥｍ『巨目ご●の、ロ吋巴ずこい
く一一の旨『一一⑫色ｏｎの（の『｝の旨ユヮ臣、の【己の耳旨の己。一一のＥ曰くの『の一の□色。、ロヨロ臣のｐＣ目】ロのｎの。⑪の四コ目『の【Ｃ巳。Ｐ昌旦旨ユ⑭ご昌具｝の
〔＆。白い〕ぐ一一一四のＳのユヨのロ且②冒す巳の①巨冨すの『のロＯＢ日巨・＠臣・日。』。」大司教に寄進し、かつこれらの財産を「そ
の〔Ⅱ大司教の〕城塞であると同時に都市たる言①一切、ご『旨、〔国一一一ｇの〕の城塞レーエンとしてご｛の・・ロ日日⑩可の目⑩の
（艶）
８ｍ日の（Ｃ己菖の昌国一一一ｓの」授封された。なお］四六◎ずの城塞居住義務期間は年に少なくとも一一一カ月であり、「武器
（脚）
と馬を携えて自ら居住義務を果たす益、の『の『の⑭己の目四日己の『⑩○二四一の日日日四『目一⑩の（のロＥ⑫」よう義務づけられた。
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村落【ｍｍｓの口冨呂の位置を筆者は特定することができなかったが、］鳥・すのぐ・ゴロ巳の］の己・【（家の本拠地たる
〈Ｍ〉
□且の一・・『【はぎの一⑪、ヨ『］一一｝ぬの東北東約一五ｍの地点に位置する。もし村落【四⑰９の□す四、ロがこの□目の一・○『｛の近辺に
位置するとすれば、それは三の｝の、盲「旨、の近隣地であると考えることが可能である。そして筆者はこの可能性が極
（鰯〉
めて高いと考えたい。けだしミの一ｍ、す『旨函は現在【『の一の弓国の［の最北端に位置し、尻画の＆のロヮ四ロゴはそのすぐ北隣の
（髄）
（師）
【円の】、囚→宮［ぬ「勺＆曰に属するからである。□己の一・・［ｍが現在このクライスに属することもその証左となろう。か
くて村落【四のｇのロ冨呂は城塞ご「の］のｎ頁『三一砲の近隣地であると結論しても大過ないであろう。いずれにしても、右
］
鳥
○
ず
の
城
塞
レ
ー
エ
ン
受
領
書
か
ら
、
大
司
教
は
そ
の
支
配
権
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
村
落
を
こ
れ
に
対
す
る
支
配
権
Ｑ○日ご盲目・高級裁判権・森林と共に自己のレーエン高権下に組み入れた事実が判明する。股後に］鼻・ずの身分は
（胴）
騎士である。次節では、城塞レーエン寄進契約の考察から明らかになった以上の事実を整理するとと３口に、大司
教の自由所有城塞と城塞レーエン制が有した国制史的意義に論及し、むすびに代えたい。
（４）四・三言の一ｍⅡ田・口のワ円曰ｎ戸Ｃの貝の、冨宛の、言猪の⑫、三、ゴ［の》の』雷『三・‐幻・因の『ロ⑫．、自『随の弓Ｃ一言云巨己困の『『⑪、富津・の．＄【【・一
己の【の・・勺の『の。己四一の⑪国の目】の己【色。』西の『『⑬９ｍ｛［・の．ｇ←》四・【Ｃ員四○・Ｃの巨［の、二の宛の、喜切、のい、三Ｃ宮のマロニ・閂〈田昌彦Ｎの】［巨己旦
三】戸［の一四一〔の『｝・坤。シ色色・巳ｓ》の．画②の．
戸一、〆￣、－－，
３２１
，■＝、＝〆、-〆
四四己。「＠円の『目、豈目『口の言のＳの口丙の、胃めいの⑩ｎ言ｎ頁の（以下田内のと略記）・国已』・崖『］．シ耳・葛出員賄一の冨口倉・の□・切冨・
四・９－（［の一⑩。Ｆの豈員の、喜色己。⑫国四［農の三四一［・乞圏・ｚｍｎゲユ『巨、弄巳『』。ｓ『〔・
函・冨冒の］⑪ⅡⅡ田・口のす①１ｎケ□の色［、９の丙の、言のｍのの、亘、算の・屋・少巨岸ご患・の．］題引田・【・の、冒一側の》の『巨己⑪【『島［員の己旦の『
ぐの臥四鱗の目、旨】冒旨の』凹一【円・因色・］『】⑫雷》の．『③［・》三・‐丙・田の曰⑩）、こ『ぬの己已Ｃｌ】［涛巨ロロ国の『『⑪ｎ百『［』の⑫同『昌一のロゴＣ房口四一」Ｅ旨
く◎ご目１⑦『（］ざ『ｌ】韻←）》』場Ｐの．＆》Ｃ①『の．》勺の『⑫。：］の、同］のロ】の具目二四の『『⑩。富津『日屋・］呂【盲目の耳・国のＣｇｎ豈目口碩の。
詞巨『Ｆのゴコロ○一三丙ロ①の同日す】の、す。【の口四一○巨旨ぐ。皀弓『】の『（】き『－】韻』）弩ご坤頭・炉巨。ｇ巨口。”‐◎す．のロラミヨ頭の⑫（函『緒・）・勺○一量穴・
の①の①］］の、冨溥》○の⑩、豆、言膀ロゴ『のご目顕・Ｑの砿の。の『詞の、侭号のご『旬日員一線【○日こめ目ョｇ・の①冒耳⑫白い］＠忠．ｍ・函］Ｃ一因宛。
因且冑】のつ。②⑦』．
133
（巧）冒す◎二回目８四一一．ユ旨一旨ご守回⑩。『旨冨ぐ苞の一】ｎの（日。］のロＱ】皀巨日旨く三ｍＯ員のコケ四９の芹己揮耳の曰く旨の図『Ｅ百ｍｎ℃『四ｓ『色ヨョの。『巨目
言８コ｛ヨー）いく三の己【＆】Ｒの農ＣＨ目】、目〕、巳の石の耳旨のＱ）⑫巨己『の『望切…倉｛ｎｍ』』『田）・さらに、］・三色扇、戸口の因囚］』巨旨の⑩Ｐｚ【・
』届『・の．怠専三・‐刃・因①ｇｍ・国巨『殖のｇｏ一一［房自』題の。⑪、冨津．ｍ・霊．『っも参照。
（焔）］・冨弩⑫ｎ戸ロ】の固四亘巨ヨの①Ｐ閂己のＸ、『＆．
〆￣、￣､￣、ダーー
１４１３１２１１
、－〆、￣､￣、－㎡
￣、
１０
、￣
グー、グーへ
９８
、－、_＝
ジーー
７
，－〆
（５）］・国四⑩（・ロの冨冒⑩【の１，ニ広［この⑬国⑩二［房弓凰の『・国の冒綺の目『の①⑫、三、茸の旦困ロ］巴の『目崔旦の一⑩》円『一の１ｍ、す①のシ『、宣く
向【ぬ甦二脚巨口碩、ヨの津〆二二皀觜』・の。②三・
（６）■・■の垣の『。Ｆ・両］【のの（の『巨口。シ・の○の『闇（国の四『す．）百□『宍巨皀已の二すこ、彦目『の①⑪、三，三のこの『日一一【の一『ずの百一⑫ロゴの口自の貝】５畳の口・団已・』》
ｚの巨日ｎ戸□の『シ后彊すの届３己三．Ｚ『・］旨・ここで四百のごＣ口国冨なるミニステリアーレンがこの城塞同一冨のプルクマンと
］・因囚⑩戸・ロ・ロ・ｐ．ｍ．Ｓ・国王ハインリッヒ六世国のご凶、昏昌・の死亡に伴うフィリップ・フォン・シュヴァーベン宅冨二弓『○口
のｎ頁画すの。とオットー・フォン・ブラウンシュヴァイク〔胃。『○．因国冒⑰ｎヨミの】ぬの一一重選挙（一一九八年）とそれ以後の混
乱もまたミニステリアーレン身分上昇の一つの重要な契機をなしたことは疑いない。四・冨三の一ｍ》［）の『の冨呉⑫，ｇ『》【
宍【○の⑪９の罠［）の具⑫●ずの宛の、言猪の⑰、三，三の》、□・惇守】の］圏ｓ・⑫・鈩巨（一・．ご旨雪の．＄や｛｛・
二三・Ｉ幻・因の『ロ⑬》因巨円碩の□ごＣ一戸房巨二二餌の『『⑫○二ｍ洋〉の，凶つ，
大司教バルドゥインの治世には、外に次の四名が因の日冨印旦のプルクマンとして検出される。なお括弧の中の数字は］・
三年［の、戸口一の口座一目旨のｇに記載されている史料番号である。一一一一一五年【Ｃロ『且く○口目、三，一］（ｚ『・』雪）、一一一一一一一一一と一一一一五
○年配の旨『】９ｍｇ・富且旨く目『『四『宮ｎ戸（ｚ『・霊一巨且屋置）、一三二四年三一１，ゴ殉の。・冒己の『ごＣ己の已○目の】日（ｚ『・『］餉
自二】ミ⑬）、一一一一五一一年］◎冨目ごＣロ⑫、冒国『Ｎのロケの『、（ｚ『・巴ｇ）。
Ｆ図目の⑫冨巨ロ国『、三『宍。この目》シ宮の一一冒頭］Ｃ三門・函ＩＣＣＱの〆団巴旦昌己目⑫』・シニ⑪（の耳釘目殖（以下ｎ国』と略記）ご⑤・］・冨○厨ｎ戸
□一の因四一目ヨの８．ｚ【ｓ』・の・造』｛．なお三・１両・国の日⑪》国臣『、の目●一一二宍巨己因の『『の、富津．ｍ・弓○シコョ・『褐も参照。
二一・１両・函の『口⑪蓮田色『ぬのロロ。］冨穴巨回○西①。⑬、云餌『［》の．『つ［‐】房，
］・冨辱［⑭、宣亘の因凹】目】ロ⑦のＰ閂己の〆このｎｏ１－巨己勺の、の○コの目目］の二ｍ・『ｓ・
『・曰『望昶一の『（屋『農・）・の①⑪ｎ宮ｎ頁｝】、彦の『シ二ｍの」の『宛豈の旨一ｍ。この》一心旨》閂・芦．
Ｏ臼ゴミ》］・富辱誘ｎ戸□】の国切一目ヨの⑩。》ｚ『・霊『・印・庭黒．なお三・‐河・国のョ⑩．国二『昶の：○一一斤罵目。エの『『の、富（〔》の〕『、シコョ・『宙
も参照。
して現れる。
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グー、〆￣、￣へ〆￣、
２９２８２７２６
－〆、－〆、‐〆、－〆
〆～〆￣、冴一、ダー、グー～￣、デー、
2５２４２３２２２１２０１９
，－、－〆～ン、－〆、－〆－－、－〆
グー、ゲーミ
１８１７
－〆、＝〆
パルドゥインの治世には、その外次の一二名が⑩：『ｇ『ぬのブルクマンとして検出される。なお括弧の中の番号については
註（９）参照。’一一一一一一年宛己○一（ぬの二・ぐ○二起四い、巳○風（ｚ『，患③）、一三一六年目巨曰口自国四一］の白『旨のご目の閏３日、（ｚ『・
←震）、一一一一二二年巨冒「】ぬご◎ロ圏『頃すめ『宛とその息子Ｐ且弱『釘（ｚ『。ｇ二）、一一一一二四年ヨ四一（の『ぐＣコニの員目（ｚ『。⑦詔）、’三二五
と三二年］◎冨目ぐ○二⑫】の円云（ｚ『・『圏巨皀二円・］一］］）、一三二六年の。、】の『ぐ。言口○巨『の９の－１｛ｚ『・『置）、’一一一二九年目三一日目曰
く目幻。」のョ：訂「。｛三吋・唖ｇ）、一三三五年ロー●日：『目勺⑥１｛ｚ閂・巨望）、一一一一三九と四一年］Ｃ盲目、の二・四】ｎ房（ｚ再』さ『
目旦］切思）、一三四一一一年三四耳冨こめぐ○コ宛のニーヨ、の。〈ｚ『・】『三｝、’三四七年］Ｃ訂。。ごＣｐ目〕巳のこ◎『［巨己『｛＆乏碕（ｚ『・］＠『、）、
一三五一一一年Ｐ且菖ぬぐ。自国①：（ご『・圏巳）．
Ｏ頤ニゴつ『
大司教バルドゥインの治世には、この外に次の八名が昌目ｅの『円き①三のプルクマンとして検出される。括弧の中の番号につ
いては註（９）参照。一一一一一六年目三］日■目国四房国］旨⑰ごＣ目印目【す巨『硬｛ｚ『・』震）、一一一一一九年【。こ『四己昶の己・エニ円コョ四二二
（ｚ『・望】）、一三一一四年、目Ｃぐ○二言口己の『門冨一二（ｚＨ富③）、一一一一一一一一年勺三一一弓『目印ご｝の堀の－すの『ぬ（ｚ『．②ｓ）、一三三九年
目豈のＣｇ－こぐ○コ三ｍ己の『蟹〉ずの苞（Ｚ『」一屋）、’三四五年国、富『こぐ目○ケの『のゴの（ｚ『・扇］』）、一三五三年］。盲目『自国の『の］（ｚ『・
巴霊）と一二言一己ぐ自国の『の｜〈ｚ『・曽忠｝の兄弟。
ｎ国ころ斧］・富。【輿ｗ戸亘の因四一目冒の⑦。》ｚ『・］、＄．⑪．。ｓ・
］・二α国営□一の国、一旦巳口の①Ｐ閂且のＨｍ・ａｓ
二三・‐幻・国の。】⑪ご団巨『、のニロ。］】【房巨已Ｑエの司円二四［【》⑫，ｓ巨回このすの口旦囚シロヨ・画臼．
●国ニヨ麗壺二三・Ｉ幻・因ロゴ⑪】国巨『、のヨロ○一三弄巨。□国の。醜ｎコ四津】の．〕『、エヨゴ・『聟．
、、ニゴ湧乏・Ｉ記・国のロ）⑩》団巨『ぬのごロ。一言宍巨二○匹のロ・史いす四沖・の．ご・
』・旨。（円戸口の団四一旦昌己の①Ｐｚ『・己Ｐの．」田も参照。
【・Ｐ自己で『のｎ頁ｂ２【盟廿の⑪二「］耳⑪、冨岸、］のすの己一目冨葺の】四］（円》Ｅ》』』＆頤・Ｚの巳『・巴＄．⑫．』さ》三・‐詞・面の。〕⑩》國巨『、の弓Ｃ］冒宍
巨且函の『『輿》富津》ぬ．巴．なお閃・出回すの『戸①。〕へ］・句・ミロニ回ｎ戸目』【の葛年耳の『す巨呂筐『田の８『房の『・『の一巨一③．シ巨色・『」畠Ｐシュ芹①一
・ｂ房日ＣＥ⑰倉、Ｈ・ミッタイスーＨ・リーベリッヒ箸、世良訳、「ドイツ法制史概説』（改訂板）、一一一七九頁以下参照。
］．ご【。【要⑭戸Ｃ一の国、亘巳ロの①口・Ｚ『・『邉》⑫．怠『・
］・国閉【・ロの三目⑩［の【厨］】【讐。の⑪両目の員扇『『】の【・の．』』．
］・二年扇ｎ戸四・四・○・
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￣、グー、ゲー、〆へ
4２４１４０３９
，－、一、￣、￣
（犯） 〆へ－－￣、〆￣、￣～安一、－－，３７３６３５３４３３３２３１
－〆、－戸、-〆、－〆、－〆閂-〆田一”
（釦）ｎ国ヨ＆』・さらにゴ・‐詞・国の『。の．■貝、のｇｏ一一二云巨己田のｑい、盲［〔．⑫．ご・崖目］・』『一・⑫。』造》］・言。（⑩ｎ戸ロの国匹一二日ロの８．ｚ『。
唾『②。 ｎｍ■Ｓｍ》○国自忌さ・乏・－両・因の『ョ⑰》因巨『頭目己○一三戸巨口」田の『『⑪、ゴロ（毎ｍ・圏鈩二目’畠ロロ。シ二日・置・
○国『】『臼．なお］・冨黛、ロヮローの因、一目ヨの⑦Ｐ三吋・巨白．⑫．』ｇも参照。
ｎ国『］『弩．三・Ｉ丙．、の目⑪》画貝砲のロロ○二〔房宮口□四の『『⑫ｎケ、洋電の・圏エヨゴ・孟・
三・Ｉ宛．■の『扇・口貝、のロロ○一一【房巨ロロ四の『『⑭、き画洋・シロゲ■。駒の．ｇ←・
パルドゥインの治世には、この六名の外に次の一八名がｚの臣の『盲『、のプルクマンとして検出される。なお括弧の中の番号に
関し註（９）参照。一一一一一○と一九年二号の｜ロ］ぐ○口冨凹目の厨、可の己（ｚ『・』習巨且切曽）、一三一一一と一一六年国Ｃ冒己ぐ目尻ａぐ
（ｚ『・望西目。『患）、一一一一二一一一年三三房］曰く：。『－９（Ｚｎ・Ｓｍ｝、’三二一一一年四ｎｇａ閃のロ・崖巴呂ぐ。ご勺一四耳目（ｚ『。Ｓ⑤）、一
三一一四年三一一言一目】ぐ○曰三目□の『の９の己（Ｚ『・『曰）、一一一一二五年ご「の『己の『顕の二・用冒甘旨、ぐ。コュの『ｚの宮の『宮『砿（ｚ『・冒『目。『Ｂ）、
一三二五年］○富。。晩の己・田巨凰目、ご目旦の『ｚの臣の『す貝、（ｚ【・『篭）、一三一一七年目の日呂ぐ。皀尻ａぐ（ｚ『・臣』）、’一一一三三と四
二年【○口『且ぐＣｐＦ。⑪昌呂（Ｚ『・皀匿目。届宗）、一一一一一一一四と四五年］Ｃ冨目ごＣｐの、９口の。【の。（ｚ『・］］宗巨且］臼②）、一三三四、
四○，四二年頭のヨュ、ラ館のロ・二号］ぐ目Ｚ２ｑ可昌頗（Ｚ【・』〕筐』』＄・］。Ｅ）、一三三四年」Ｃ冨冒ぐ○口〔国『四己のコケ二『頭‐〕
司陣］汚のロ⑫［の旨と因の。日旨く○二因『四目目目『函（Ｚ『・】＆←）、一三四○年勺昌一ぐＣロ四目］ョの『⑩［のヨ（ｚ『」急⑦）、一三四一年少、一旦旨、
■のョぐ・ロロ四目（Ｚ『・】罰］）、一一一一四七年三色一【の『隠己．ご自用の】｝（ｚ『・乞麓）、一三四七年□】の【『『９『・口向の８（ｚ【・』⑤色）、一一一一
五三年三一１号ぐ目旦の曰国目目〈Ｚ『・』』ｇ）。
ｎ日『念》］・言。【の、戸口の因回一目ご巾の二三『・廸圏》⑩．』ｓ》三・‐幻・口の『。少、Ｅ『頤自己・一薗云巨己田の『『⑪、盲『［．⑫。ｓ》⑫．『」少目）．
自由所有城塞は、特に一三世紀後半以後、支配手段並びに行政手段としての機能を強め、遂に同世紀中に官轍城塞鈩冒【⑪ご巨侭
としてアムトン目⑪すめ且鳥の中心地になっていったｅの易・・画・画・Ｐの・圏〔ご・
〕＄』》の．旨←も参照。
］・富。房。戸凹・四・○・
二戸Ｉ詞・国の『二妙因巨『ぬの】
Ｃの【の．。ｐ四・○・・ｍ・臼．
○ロヨ⑤、魚
］・三○筋ｎ戸白の因凹一目ヨの①。》ヨニの×の．『三・
因巨『、の皀已。］】已弄巨己已因の。⑫、夛呉【》⑫・さ・
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〆■へ〆芭、グー、
６３６２６１
、－、－＝､＝〆
グー、￣、ジー、”￣、グー、￣、グー～〆￣、グー、￣、￣～グー、￣、
６０５９５８５７５６５５５４５３５２５１５０４９４８
，－￣、－戸、-ン、－プ、＝"、－プ、_〆～〆、－〆、－〆、－グ、－〆、－〆
〆￣、〆■、デー～戸へデー、
４７４６４５４４４３
、￣、－〆、=＝、＝〆、－〆
思巨］ごｃロ国、ざに関し、］・言葺⑩ｎ戸ｚ『・』巴・の・一ｓ、田或巴乱、ゴごＣ二【『どくに関しｎ日司曽、ｎつ一言ごＣここ（１●ずに関し、
ゴ・Ｉ幻・ロの『。、》四・ｍ．。．》、国望百日・色を参照。
］・切四の【マロ・ロ．。・・の．際桿①【．。惇鶴．
と表記されている。
］・豈曰ご扇ｎ戸□】の国脚］。巨冒の①早閂ヨこの浜、。『Ｃ』Ｅロー己』・
可・】『⑪街一の『〈窪夙函・）》（】の⑪ｎ颪、冨一】ｎ毒の『シ二ｍの》『・豈・
○国ゴ］］．なお］・富。『⑪ｎ戸目の園一目ヨの⑦ロ》ｚ『・ｇＰｍ・」田は函のロ目目の姓をご目宍ヨュの一と表記しているが、当該史料では
明らかにく◎皀国目の］と書かれている。三・‐幻・因の日⑩．団員、の目・二三云巨且ェの。め。ｇ津．、．］『②シ皀已・『窟では正しくご目寓目の一
函、耳のロ（の一いのプルクマンとして、この二名の外に、次の九名が検出きれる。なお括弧の中の番号に関し註（９）参照。一三
一七年Ｐ目尹『一，三ｍｌｐｏＱの『。ごＺの兵の『目『頭（Ｚ『・色③）、一一一一一九年○○［［【『】の□ぐ目⑫四百（ｚ『・切怠）、一一一一一一四年■のご邑呂喰巴。
同すの。：．ご「・‐幻・因の日⑩．□貝、のロロ。一一三六臣己困の『易、冨津．⑩。』鴎も参照。
○国臣豊切》］・富。［⑰９》ロの、四一皀昌。①の『】三三『・］『富》⑫・旨③．
◎、二コ一一二『・Ｉ”・因臼目⑩》勺の【⑫。己、】の⑩同一のロ】の具》⑫．ｇ』》］・二【ご扇の巨騨・が．○・雪ｚ『．】（）患司の・塁塑・
］・夛弓○厨ｎ戸□一⑩国四亘巳目の①Ｐ閂ロ色の〆の．③、②・
伊・勺①〔こく田『⑪ｍ・）ｂ・Ｐ○・ｍ・含塵の地図を参照。
○国二のさ》三・ｌ幻・国の日切・因巨『函のロロ○房房巨ゴロ田の『『い、弓画坤・印・園シロョ・窟．
ロの厨・》■・回．。．ごｍ・堂．
ｎ口目『Ｐ回
］・言。扇ｎ戸□】の国山一」昌口の①ご》自己の×の．『戸
甸・閂【凶ｍ－の『｛四【胡頤・）】四・凶。。．
ｎ日。ｇ・言・‐幻・因の目⑫『国巨『硬の目○一】〔涛巨且四のロ⑰、高津》の。ご》］・三○［の、戸因四一二昌己の①二Ｚ『・『Ｓｍ・』震も参照。
Ｐ・田の［『］（塵【⑰、．）・題四口□すＥｎｐＱｍ『三の８ユ⑩、ゴのロ⑫威戸（の口く・』．シ巨室・》ご司一の．Ｅ』．
Ｃ因臣『尊い
ｎ国冒睡得Ｐ
固げの曰已凹
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（泥）三・ｌ河・画の日の．、員碩の目・一三宍巨且■の弓円冨｛［．ｍ・爵も「城塞守備と城塞居住〔の義務〕は、大司教とプルクマンの間の関
係の物的基礎たる城塞レーエンに依存する」と述べている。
（ね）三・‐詞・国の日⑰ｂ・回・Ｐの．届』は、レーエン城塞について「大司教は優先的レーエン契約を手段としてその優先的権力勺１日日
を基礎づけ」たと述べているが、優先的城塞レーエン契約もその程度が劣るとはいえ、厚冒呉の基礎づけに寄与したと評価
されなくてはならない。けだし、上述したごとく、城塞レーエンの目的物が、村落、荘園、城塞、高級裁判権という政治的に
重
要
な
財
産
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
（帥）］・冨貸門戸ｚ『・畠二・の・一命。
〆￣、￣､グー、〆戸～グー､〆戸、〆■へ－へ－、グー、グー、〆￣、〆戸、
７８７７７６７５．７４７３７２７１７０６９６８６７６６
、-〆、－〆、－〆、－〆、－〆、－ン～￣、－〆、－、－、－〆、－〆、－＝ 三の扇扁ヨ（ｚ『・『三）、一一一一二四年三四一［の『『○コ四四耳のロ｛の一の（ｚ『・『口）、一一一一二五年ミ】彊且ロロ○一（】〔『○口因囚員の具の］⑰〕（ｚ『・『仁）、
一三二五年胃（１日い『の己目賄の１日〔ご◎ニエ四月の二斤］の〕（三吋・『念）、一一一一四三年【『、津田の月２－の①口官『殖（ｚ『・］＆「｝、一一一一四七年
のの【一ｍｇエの『『目一⑪の弓巨凋｛Ｚ『・］》患｝、一三四七年己三一一つご浦のロ・困四ヨワ巨呂（ｚ『』の岳巨己巳ヨ）。
（“）、因閂］器や．］・二三⑪ｎ戸目のロ四国巨旨の⑦Ｐｚ『・印＄．⑫．』認も参照。
（閃）］・言α厨。戸目の国、一旦昌口の①Ｐ旨己の〆の．③呂目。ｇ四．なお四四弓の。『の一いの位置に関しＰ・勺の［ｑ｛要『農・）》四・口・Ｐの。』『『の地図
を参照。
、因国『つ宍
］・三○厨、戸口の因画一目ご①のＰＺ『．③認》の・一堂・
ロ円の。二四・四・○・》百・①〆ｍ・己＠．
□の『⑪。》煙．、．。．】『。ｇの〆②。⑤忠・
同』『②信一の『（函『、、．）向．四・○・・ｍ．』・」とＦ・弓の［『量（函『渦・｝ｂ・四・○・・ｍ・合『の一一つの地図による。
一モルゲンは、一連の牛が午前中に耕しうる土地の面穣、つまり、約二五’三六アールである。
］・言。［⑩、戸口の国四一目冒の目．ｚ『・霊Ｐ⑫。＆『も参照。
ごロのｎ回⑪［『｛ず巨冒、己。□】の①巨戸の円ユ〔Ｃユ◎ぐ一一一四『臣ロ】己【の。【戸口『巨目〕・一亭（ｎ国国のすのロ○四）．
ｎ国『「『ｇ・］・三○［⑩、戸亘の国四一号ヨの⑦ニヱ『・霊』『印・←筐も参照。
Ｏ切皀のすの口○臼
ｎｍ｛』『ｇ一三・１両・国のｇ叩・回，色・○・ごめ・匿少二目・含・、．』崖．
138
四世紀前半期トリール大司教パルドゥインの治世における城塞とランデスヘルシャフト
先ず、本稿で取り上げたプルクマンのほぼすべてが、大司教から貨幣の形でレーエン寄進料を受領するととも
に、自由所有財産の寄進を義務づけられたことを確認しておきたい。この事実は、一方において、レーェン制の
分野への貨幣経済の浸透を物語ると同時に、ランデスヘルたる大司教がレーエン寄進料に充当されるべき資金を
調達するために、活発な財政政策を展開していたことをも示している。この関連で、フランドル伯が当地方の経
（１）
済的繁栄を利用して城塞区制度、■『ぬのロぐの『｛回印の目、を作り上げることに成功したという事実も興味深い。さらに、
プルクマンがレーエン寄進料を受領した場合に自由所有財産の寄進を義務づけられたという事実は、大司教がプ
ルクマンによる自己へのレーエン寄進に魅力を感じていただけでなく、このレーエン寄進政策を目的意識的に
￣、。－、
８８８７
、￣、￣
戸一、￣、グー､￣～￣、
８６８５８４８３８２
，－〆、＝〆～〆～〆、－〆
二－－
８１
－ン
四
む
す
び
バルドゥインの治世には、三の］の、ヨ「三一ｍのブルクマンとして］四百ケの外に次の六名が検出される。なお括弧の中の番号に関
し註（９）参照。一一一一一○年」○宮冒碩のＰ宍四ロゴの一〔ご◎ロロュョョ目『ぬ〕（Ｚ『・ヨー）、一一一一一六年□目】の』『◎二Ｆ目殖の二目（ｚ『・
一屋）、一一一一一一一四年豆の【『一同寺ご◎己□四目（ｚ『・」」造）、一一一一三七年］○冨目ぐ・ロ可の｜⑩（Ｚ『・］圏Ｃ）、一一一一一一一八年の◎員『一己ぐ。■三画⑪ｓ日、
（ｚ『・】哩巴）、一三四一一一年田の旨１９ぐ。ご囚号巨『ぬ（ｚ『・］＄③）。
○国旨。【言・‐”・国のｇ⑩》因巨『ｍのｇｏ一罠戸口口。■の『『⑫。ｇ［一つの．ご》］・言・扇ｎ戸ｚ【』ざＰの・ぬ＄も参照。
］・富耳のｎ戸四・四・○・．冒旦の〆の．『三・
Ｃの『の．》回，囚’○．ご旨旦の×印，⑤＄・
○国冨『『ヨ
Ｐ・勺巴『学■・四・○・
『』『⑪信一の【（四『の、．）蓮田．ｐ’○・竿伊・勺の［『］〈甲｛『唾頭・｝》興・四・○・・の．ｓ⑰．
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行
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
レ
ー
エ
ン
寄
進
料
は
、
あ
る
意
味
で
、
大
司
教
が
プ
ル
ク
マ
ン
と
な
る
べ
き
者
に
城
塞
レ
ー
エ
ン
寄
進
契
約
を
促
す
た
め
の
呼
び
水
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と
我
々
は
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
ブ
ル
ク
マ
ン
の
城
塞
居
住
義
務
に
関
し
、
そ
の
期
間
は
、
年
に
最
低
で
も
六
週
間
・
三
カ
月
・
’
八
週
間
、
ま
た
は
不
定
期
（大司教乃至アムトマンの要求に応じて常に果たされる）であった。ＷⅡＲ・ベルンスはこの外に年に少なくと
も
六
カ
月
ま
た
は
継
続
的
な
居
住
義
務
を
負
担
し
た
ブ
ル
ク
マ
ン
の
例
を
検
出
す
る
と
と
も
に
、
六
週
間
の
居
住
義
務
期
間
が
基
本
（２）
類
型
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
城
塞
守
備
に
必
要
な
装
備
は
、
こ
れ
ま
で
の
叙
述
か
ら
明
。
ｂ
か
に
な
っ
た
限
り
で
は
、
武
器
並
び
に
（３）
馬
、
武
器
の
み
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
馬
並
び
に
鎧
と
い
う
装
備
を
要
求
さ
れ
た
プ
ル
ク
マ
ン
も
い
た
。
ま
た
城
塞
勤
務
は
ブ
ル
ク
マ
ン
自
身
又
は
そ
の
代
理
人
た
る
騎
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
ブ
ル
ク
マ
ン
の
こ
の
勤
務
（
城
塞
守
備
と
城
塞
居住）の①２－愚．＆の。鷺①コは、ブルクマンと大司教の間の誠実（筐の一一自切『百一・の）関係つまり人格的関係を法的基
礎として履行されたと同時に、城塞レーエンを法的基礎としてご区］宮⑪静・臼の□の亘蔚』の。（）ロ切口の目＆己のｇＱの
（４）
ご『の（又は四一⑫の○一一ｎヶ：胃、一の可のロの『の、三目ｇ砲の言（）目の旨い【）履行された。確かに城塞レーエン制は通常のレーエ
ン制と同様物権化されてはいたが、しかし、｛己の一一国⑪．冒一９のの語が示すように、レーエン制的誠実の観念自体はな
（５）
お
維
持
さ
れ
実
効
性
を
有
し
て
い
た
も
の
と
我
々
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ブ
ル
ク
マ
ン
の
身
分
に
関
し
、
そ
れ
は
、
グ
ラ
ー
フ
、
Ｉ
ミ
ニ
ス
テ
リ
ァ
ー
レ
ン
身
分
出
身
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
ｌ
騎
士
一
騎
士
見
習
い
乃
至
騎
士
家
系
に
属
す
る
者
を
も
含
む
）
であった。ＷⅡＲ・ベルンスはその他フライヘル句『の房のｑと、都市トリ１ルやコーブレンッ【・豆の目の都市貴族も
（６）
ブ
ル
ク
マ
ン
と
し
て
現
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
グ
ラ
ー
フ
と
フ
ー
フ
イ
ヘ
ル
が
ブ
ル
ク
マ
ン
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
は
極
め
て
（７）
少なく、騎士のうちほとんどすべての者は大司教のミニスーアリアーレン身分の出身であったとも述べている。こ
の関連で、本稿ではの凹閂ワロ『、の曰冨の］日四目ぐ８両。Ｑの日四ｓの日の例だけについてしか論及しえなかったが、大司
教
と
貴
族
の
間
の
城
塞
レ
ー
エ
ン
契
約
締
結
の
背
景
に
、
政
治
的
動
機
つ
ま
り
大
司
教
と
貴
族
の
間
で
同
盟
、
和
解
又
は
妥
協
の
成
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き
て
大
司
教
が
ブ
ル
ク
マ
ン
に
授
封
し
た
レ
ー
エ
ン
の
目
的
物
乃
至
ブ
ル
ク
マ
ン
が
寄
進
し
た
自
由
薯
財
産
ｌ
こ
の
爾
考
は
完
全
に
重
な
り
合
う
も
の
で
は
な
い
が
ｌ
は
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
Ｅ
次
の
ご
と
く
で
あ
る
．
村
落
と
そ
の
す
べ
て
の
付
属
物
又
は
高
級
裁
判
権
・
下
級
裁
判
権
・
支
配
権
・
狩
猟
権
・
度
量
衡
に
対
す
る
高
権
・
村
落
農
民
、
森
林
、
荘
園
の
全
部
、
荘
園
又
は
こ
れ
に
属
す
る
土
地
か
ら
上
が
る
収
益
、
荘
園
従
属
民
保
有
の
財
産
乃
至
土
地
、
農
場
、
水
車
小
屋
、
自
由
所
有
地
と
そ
の
す
べ
て
の
付
属
物
、
葡
萄
畑
、
牧
草
地
、
耕
地
、
畑
、
放
牧
地
、
菜
園
、
水
流
、
養
魚
池
、
塔
、
城
館
（
又
は
邸
宅
）
及
び
囲
壁
である。これらのうち、支配権の基礎（支配権的諸権利西のゴの、富津閂の。宮の）という意味で特に重要なものは、村
落
・
高
級
裁
判
権
・
下
級
裁
判
権
・
支
配
権
・
狩
猟
権
・
度
量
衡
に
対
す
る
高
権
・
森
林
・
荘
園
・
水
車
小
屋
・
自
由
所
有
地
・
農
場
。
（
直
接
の
生
産
活
動
に
従
事
す
る
）
荘
園
従
属
民
と
村
落
農
民
・
塔
・
城
館
（
又
は
邸
宅
）
・
囲
壁
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
最
後
の三つは支配の象徴、軍事施設の意味で重要なのである。なお城塞は支配権と同義であったことも稀ではなく、
城
塞
所
有
者
の
権
力
は
、
自
由
所
有
城
塞
・
レ
ー
エ
ン
城
塞
・
開
城
強
制
城
塞
等
々
の
い
ず
れ
で
あ
れ
権
利
行
使
可
能
な
城
塞
を
ど
（ｕ）
れだけ多くもちうるかに依存した。
いずれにしても、これらの財産はほとんどすべて城塞の直接の周辺地乃至近隣地に所在した貴族のかつての自
由所有財産四一一・ｓロ旨》の温のロであり、また特に直接の周辺地が曰、［『－，日房（国の日百異の一》言回己の『⑫ｎコの昼の目『目【、》
ｚの巨の３口『ぬ）、【の『『旨『旨日（ｚの■の『ず二『ぬ）、【の『『山（の目【宮頃四四『（のご〔の一切）、旨『】⑩ｓ、：（ｚのこの『９日）、又は言葉を連
（８）
立を図るという動機が伏在していたのである。いずれにしてｌＵ、城塞レーエン制は、トリール領域内の貴族（グ
ラ
ー
フ
・
フ
ラ
イ
ヘ
ル
・
騎
士
・
都
市
働
族
）
を
、
物
的
支
配
装
置
た
る
城
塞
を
維
持
運
営
す
る
た
め
の
プ
ル
ク
マ
ン
（
城
塞
守
備
（９）
兵）として動員するのに適ムロ的な法的手段を大司教ⅡⅡランデスヘルに提供するものであった。換一一一一口すれば、城塞
レ
ー
エ
ン
制
は
、
官
僚
制
が
未
確
立
な
こ
の
段
階
に
あ
っ
て
、
ラ
ン
デ
ス
ヘ
ル
た
る
大
司
教
の
城
塞
政
策
と
レ
ー
エ
ン
制
と
を
連
結
（皿）
す
る
機
能
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
１４１
ねた形で旨『］の＆Ｏ［一○９○ヨヨ首ゴの（ｓの日、目⑪（の：『す日胴）と史料上呼ばれていたことも我々は確認した。城塞周辺
地を意味するこれらの呼称は、因に、本稿で特に論及しなかった城塞についても現れる。先ず大司教の自由所有
城塞旨・ロ［号目の『について、グラーフロの日９２㈲・口は大司教と同盟を締結した際に、「同トリール大司教閣下バ
ルドゥインのために、〔城塞〕言○口日す：①『が位置する…ライン領域に属する大司教閣下の冒且目』肝のこ〔のの困難
を除去し、これを勇敢に守護し又保護する。①日の①、の目員自国の自国四一回のミヨ向『冨亘のＳ・ロの２日１【⑦のご冒己
巨二・伊巨。＠＆の」四侭巨の【ｇ宛旨の、⑫ご戸Ｑ、二〔○口【画ワニ『四コ、の］の殖のロ】⑩【…ずの一【の■言丘の『曰のロー｝ロゴヮの⑰、三『曰の己巨ロニ
（皿）
すのい、盲已のロ」義務を負った。三○コ日ｇｐＲはライン河の右岸東北東約一四ｍ地点にあり、ライン河の岸辺に建つ大
司教の自由所有城塞厚『９ヶ『の一旦のヨから東北東約一八ｍ、ほぼ北にある国凹風の二｛の一のから約一四ｍ、東南東のラー
〈皿）
ン旧囚言河岸に建つ大司教の自由所有城塞国、］目冒、（の旨から約一四ｍの地点に位置する。これら大司教の自由所有
城塞と共に、ロのａ。『｛．。『の目目・のご○烏の：貝胴・門、貝のごｇ『ぬ．○日日ｇ『瞬・Ｃ〕の侭・困且目］口『・三○一ｍすの『ぬ．
三の一【の『⑫ウロ昌等の大司教のレーエン城塞が旨Ｃご国富巨臼を中心点とするかのどとくこれを円状に取り巻いている。
したがって「言○コ冒す目の『が位置する…ライン領域」とは、この城塞を中心点とするほぼ円状の地域、一一一一口い換えれ
ば、この城塞の周辺地を指すと我々は考えねばならない。またやはり大司教の自由所有城塞である富＆すの温の周辺
地は「三四一ケの『ぬの□・ヨヨ一目】に属したところの目のロの耳ヨロの『冒斤且□。且口旨日冨回一ケの『ぬ」という文一一一一口から明らか
（ｕ〉
なように、□。且ご自口と呼ばれていた（一一一一二八年）。さらに別の例を挙げるならば、大司教は従来質権ロ、。このに
基づき事実上自己の自由所有城塞として保持していた、白匡ワの『ぬ．の白匡の。【》因『四目⑪豈○『Ｐｍｍｏ高『煙ｎ戸宛冨旨９－‐
一のロの半分の持ち分を日のｓの国（の臼、ベーメン並びにポーランド国王ヨーハン］Ｃ冨目の⑭国○の目の①【勺○一・己のに譲渡
したが、この時「これらの城塞並びにその回『四の費用……に関しこの両者に降りかかってくる負担を…・口の日
の一ｍ□のヨヨ２日丘のごｇ四…、一『８の〆己のロ⑪■の＆ｇｏ『こ日日⑩可。『一目の戸【の【『の……」各々引き受けることを約束した（一
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（応）
〈胴）
一一一一一○年）。この（の『射の（〔の『『、》口。ロ】・）も城塞に付属する領域であると我々は解釈することができる。かくてこれら
の城塞の周辺地もＰ四目（【の『３」ｇ・）、ｑ・ヨヨご曰と当時呼ばれていたことが分かる。
次に、大司教の支配領域と関連する表現は、特にレーエン受領書において、言葉を並列的に連ねた形で、つま
り旨＆の【『｝。ごワロ⑩芹の『『一の旨１の臼、（一○二一盲⑫の①己。○ヨーヨーの。Ｃヨヨーョの一の（の８｝の⑫一のの巨のの形で現れてくる（一一一一四○
（Ⅳ）
年）。とするならば、大司教の支配領域は、□一⑪図、目⑭》（の『国》旨【一ｍ＆Ｒ－ＰＱＣ目二首日の各複数形を連結した形、
＆⑩〔『》、目⑪〔の『『山の旨『一⑫＆呂自のの⑫のロロＣ目己国（以下連結形Ａと略記）となる筈である。さらにトリール大司教の
ランデスヘルシャフトの及ぶ領域と関連する史料のもう一つの文言は、やはり言葉を並列的に連ねた形、ヨ
（岨）
●Ｃヨヨー。□一⑫〔『－，百旨『一印ｓＲ一○コの①【８コ□巨、目どの旨⑩、『、宮８－，８℃】目『の『〕『のロ⑪一ｍ（’一一一○九年）である。この文言
はランデスヘルシャフトの及ぶ領域が。◎『凰昌目］ａ⑰日。白の旨『一のｓＲ－Ｃの〔８目色、目⑪（以下連結形Ｂと略記）と
呼ばれたことを示す。なお８己巨、目のの語は本来国王の専属的権利〔レガーリエン〕たる謹送〔権〕○の］鼻〔‐、『のｎ頁〕
を意味するが、ここでは護送権が及ぶ領域の意味であり、ここから転じて、ＤｐＯ目頤の》の一ｃｍ閏『旨日日の島国の⑦（
ご【目四の一四三コ旨房》『『・田．．ｚの目『．ご鼠の・乞いによれば、。。『二言目ＰＳの【『－，目⑫》（の［【一斤。『一目］と同義であるとい
う。我々は右二つの連結形を比較するならば、連結形Ａは複数形、連結形Ｂは単数形で表示され、又後者には【の『『四
の語の代わりに８己月目⑫が入っているという相違があることに気が付く。しかし大司教の支配領域がこのよう
（泊）
に言葉の連結形で表示されるのは、一四世紀初頭に初めて現れる新しい現象であると同時に、裁判の要素（旨臥の・
・一日Ｃ）と領域の要素（Ｓｍ目、冨叩》。。且已目】》【の『国ⅡⅡ８目色。Ｅ、）において共通する故に、いずれの連結形もト
リール大司教のランデスヘルシャフトの及ぶ領域であると我々は考えることができる。Ｍ・一一．ラィーパンター
（卯）
も、連結形Ａ・Ｂのいずれもが大司教のランデスヘル、ンヤフトの及ぶ領域を示すものであると述べている。
我々は城塞及びその周辺地を意味する上述の表現、つまり＆⑩［『－，目印》戸の『日へ一四日〔Ｐ四目〕・旨『厨ｓｏごＰＱｏ目ロ盲目．
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旨『一切臼、〔－．９．日ご旨日の【＆、日、目、と、大司教のランデスヘルシャフトを意味する右Ａ・Ｂ一一つの連結形とを比
較する時、城塞周辺地を意味する言葉が各々、明らかにＡ・Ｂ両連結形の不可欠の要素となっていることが分か
る。また上述したごとく、連結形Ａは複数形であり、連結形Ｂは城塞周辺地の呼称よりも外延が広いということ
ができる。いずれにせよ、史料上の文言を比較考察した結果、城塞とその周辺地が大司教のランデスヘルシャフ
トの少なくとも一つの重要な基礎をなしたという結論を我々は下すことができる。この点に城塞の国制史的意義
の一つが明らかに認められる。なお、付一一一一口しておくならば、一四貝Ｐ、己〕へ（の耳四の語は、一四世紀前半期のトリー
ル領域について、これまでの考察から明らかになった限りでは、被支配領域を意味し、Ｏ・プルンナー国『二目の『の
意味でのラント、つまり「一定のラント法によって統合された法Ⅲ平和共同体」、又は「土地を耕作し・土地を支
（別）
配している人々のゲノッセン、ンヤフト」ではない。
次
に
城
塞
レ
ー
エ
ン
制
の
意
義
に
論
及
し
て
お
き
た
い
。
城
塞
レ
ー
エ
ン
制
が
城
塞
周
辺
地
や
近
隣
地
の
貴
族
を
城
塞
守
備
の
た
め
の
プ
ル
ク
マ
ン
と
し
て
動
員
す
る
機
能
（
人
的
機
能
）
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
。
ま
た
城
塞
レ
ー
エ
ン
制
は
、
上述のごとく、授封が貴族による寄進Ｐの目⑩目〔〔日恒冒晦と大司教による再授封という二段階の手続きを経て行わ
れ
る
時
、
城
塞
周
辺
地
と
近
隣
地
に
所
在
の
貴
族
自
由
所
有
財
産
を
大
司
教
の
レ
ー
エ
ン
高
権
下
に
も
た
ら
し
、
こ
れ
を
レ
ー
エ
ン
化可の巳昌の一の『目胴する機能（物的機能）を演じた。ここでは、城塞レーエン制によるこのレーエン化乃至封建化の
機能は、いかなる国制史的意義を有したのかが問題となる。我々は特に、城塞周辺地・近隣地所在の貴族自由所
有財産のレーエン化が領邦化目の目冒『旨一一巴の日ロにという結果をもたらしたことに注目したい。トリール大司教領
では、バルドゥインの治世の末期一三五○年頃まで、城塞レーエンのほとんどすべてが、大司教への寄進と再授
〈理〉
封の手続きを経た【の且四○ず］回国であり、大司教の自由財産から直接的に授封された｛の己四自国は稀であった。前
節で論じた城塞レーエンもすべて｛の巨目○ず一四国であった。Ｂ・ディーステルカムプロの⑩（の一百日ども述べるように、
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（幻）
これまで｛の己四・ウー、［煙の法制史的意義は明らかにされてこなかったが、この領邦化という点にその少なくとも一
つが認められると言わねばならない。いずれにしても、上述のごとく、荘園・村落・高級裁判権・下級裁判権・
軍事施設等々の支配権的諸権利が封主たる大司教のレーエン制的支配権下に入った事実は、先ず、従来の所有者
たる貴族の自由な処分権を剥奪することを意味した。このことは、城塞レーエン受領書の次のような文言から判
明する。すなわち、「私はさらに、私と私の相続人が、上述の財産又は私達がトリール教会から保有し若しくは将
来保有するその他の財産を、その全部であれ一部であれ、一人であれ複数であれその他の者に、再下封し又は譲
渡しないであろうと、約束する勺Ｈｏ且［（・旨⑩巨□の『ＣＥｏ９の砲○の芹日の一ヶの『の。①印己『の｛四ｓす。Ｂの２，－国Ｃ目の号
の、。’の⑰一ｍ目『のぐ囚｝ず四ヶのヨロ⑩ぐの］ず四ヶの亘曰口⑪凹屋ぐの一四一一一⑰旨〔。【○ぐの一ヨロ四円【のロ。ｐ冒帛の○・四亘冒こめ口の、四一一の二四豆ョ口⑩」
（鋼）
という文一一一一口である（国の目百⑫（の一の②三一戸・］山巨⑩ご・ご【の一一のごず四ｎ戸０日ゴミ）。他方において、貴族の自由処分権の
剥奪は封主たる大司教の処分可能性の発生を意味し、これは、ブルクマンの相続人欠如の際のレーエン復帰（没
収）や寄進財産の大司教による一部留保という形で貫徹された。⑫目『ｇ『、の目亘の］日四目によるレーエン寄進の際
に、大司教が、寄進された六村落の全体を再授封することなく、これらに関する高級裁判権、狩猟権、度量衡に
対する高権のごとき支配権的諸権利を自らに留保したことは既に述べた。また相続人欠如に基づくレーエン復帰
の場合に、大司教は通常それを再授封したが、しかし復帰したレーエン財産の全部を授封することなくその半分
を自らに留保したこともある。一一一一一二年大司教は、ご［■己の『の９の】Ｑのブルクマンである騎士句ュのニュロづくＣｐＣｍ目
から復帰した城塞レーエンの半分目巴一四日ロ山風のロ】のみを句『】の。風呂の姻戚弓云の○・の『旨。ご○二両巨鼻の］に再授封し、
（鴎）
残りの半分を自己に留保している。これによって大司教は三目□の円⑪＆の－１周辺地における自己の自由地を拡大する
ことができた。この寄進財産や復帰レーエンの一部留保によって大司教は結局城塞周辺地内の貴族の自由財産を
自己の自由財産に編入し、かくて直轄支配領域を拡大することができたのである。この関連で、前節で述べたご
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とく、ブルクマンによって寄進された自由財産が、城塞周辺地と同様、（の日８円盲目（ｚの臣の［す貝、の③四円日、目ぐ。ご
国目の］所有の村落）、＆の国ｎ日の（の四日ず貝由の目匡の」白、旨く・ご幻・ロの日島の目所有の村落）、・・日目ロ白並びに一目⑫，
曰日。（君の］⑩９コ旨、の］鳥。すぐＣｐｇａの一己・『ｍ所有の村落）、【の月四へぼ目（国胃（の昌汀］⑩の②国の旨『〕８ぐ・ヨシゴ『⑫９の冠
所有の荘園）と呼ばれた事実は、極めて示唆的であると言わねばならない。
なおブルクマンの誠実義務違反に基づくレーエン没収が行われた事例を、筆者は差当り確認することができな
かった。しかし、右の同『』＆『］Ｓぐ・己□凹昌からのレーエン没収は、この者が自分の妻シ臼の印の死亡後大司教の同
意を得ずに自分の一一人の姻戚目ずの。。且島（上述）と騎士田の』日一ｓごＣ皀勺Ｒの日・皀昏（－国ＲＢＣ員）にレーエンを譲渡
（妬）
したことを理由として行われている。この事実を我々は考慮するならば、ブルクマンの誠実義務違反を大司教が
黙視した公算は少いと推定されるが、この点に関しては留保しておきたい。いずれにしても、貴族自由財産の右
のごとき封建化（レーエン化）は、封主Ｐの｝冒呂の目たる大司教の直轄支配領域Ｉ城塞及びその周辺領域（ランデス
ヘルシャフトの一つの要石たるａ⑫庁１，百⑰．・・日ご冒日》庁のＨ同旨Ｈご日》【の月口へ一目芹》旨邑巴一目Ｐご鳥＆。【】ＣＱｏヨヨ盲目
円昌の日、自切）の強化・拡大乃至そのチャンスを創り出したと言わねばならない。このことは、上述のごとく、大
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
司教が寄進されるべき貴族の自由所有財産が城塞周辺地の中に位置する｝）とに重大な関心を寄せていた点にも明
確に現れている。この関連で、Ｂ・デーステルカムプも又、大司教領トリールの北東に隣接するカッッェンエル
ンポーゲン伯領の日溢・宮津【、甘目の一号・胸のロに関する研究成果に基づき、次のように述べている。すなわち、「…
寄進されるべき財産が封主の支配領域に隣接し又有利な位置にあるのが望ましい」という伯の要求に、「レーエン
（〃）
制的支配権とランデスヘル、ンヤフトの調和を求めようとする意図が現れている」と。したがって、貴族自由所有
（配）
（羽）
財産のレーエン化乃至封建化は、大司教の上からの意識的政策を一つの媒介項として、城塞周辺地を領邦化
（弧）
曰の司岸。『国圖の『目噸するという国制史的意義を有するものであると我々は結論することができる。なお付言して
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おくならば、ブルクマンの勤務が城塞の一点に集中されたこと（城塞勤務）は、人格的義務の領邦化を意味する
（Ⅲ）
のである。次に、一フンデスヘル、ンヤフト形成の視角から見てレーエン制はいかなる意義を有したのかという重要
な
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
を
本
格
的
な
形
で
処
理
す
る
た
め
に
は
、
レ
ー
エ
ン
の
一
特
殊
形
態
た
る
城
塞
レ
ー
エ
ン
の
み
な
ら（鉋〉
ず、正規のレーエン（特にレーエン城塞）をも考慮に加えることが必要であり、これを筆者の今後の課題としたい。
ここでは筆者の今後の作業仮説として、Ｈ・リーベリッヒロｇの『局ゴの次のような指摘を掲げておきたい。「あまた
の留保が付せられることであるが、中世後期の領邦国家構築に対するレーエン制の意義を過少評価するのは正し
くない。レーエン制国家から官僚制国家への移行は、ドイツでは主にラントにおいて行われたが、それは一四九
五
年
の
永
久
ラ
ン
ト
平
和
令
の
発
効
と
共
に
初
め
て
一
応
の
終
結
を
見
た
長
期
に
及
ぶ
過
程
で
あ
る
。
レ
ー
エ
ン
法
は
、
そ
の
時
ま
（鋼）
で、一フンデスヘルによる勢力拡大政策と統合政策との優先的な手段であった」と（傍点、原文イタリック）。
以上をもって本稿を締め括りたいが、城塞が有した機能、城塞指揮官たるアムトマン、レーエン城塞等に関し
て
は
ほ
と
ん
ど
全
く
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
取
り
上
げ
た
自
由
所
有
城
塞
の
数
も
ブ
ル
ク
マ
ン
の
数
も
僅
か
で
あ
り
、
各
城
塞
レ
ー
エ
ン
寄
進
契
約
締
結
の
政
治
的
背
景
に
も
ほ
と
ん
ど
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
城
塞
の
国
制
史
的
意
義
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
城
塞
レ
ー
エ
ン
制
が
有
す
る
領
邦
化
の
機
能
と
過
程
の
一
端
も
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
筆
者
は
考
え
た
い
。
こ
の
関
連
で
、
本
稿
が
多
く
の
刺
激
を
受
け
た
ペ
ル
ン
ス
の
著
書
は
、
城
塞
レ
ー
エ
ン
政
策
に
〈別）
よる周辺地・近隣地の封建化・領邦化の具体的な過程を詳細に論じてはいない。またおそらく日本における城塞
史研究の開拓者と評価される野崎直治氏は、ドイツにおける城塞史研究の最新の成果を日本に紹介されようとす
る
目
的
の
た
め
に
や
む
を
え
な
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
城
塞
の
国
制
史
的
意
義
に
関
し
、
特
定
地
域
を
例
と
し
て
掘
り
下
げ
て
追
究
し
て
は
お
ら
れ
な
い
し
、
城
塞
レ
ー
エ
ン
寄
進
契
約
に
基
づ
く
領
邦
化
の
具
体
的
過
程
に
ま
で
論
及
し
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
は
（露）
ない。さらにフランスのシャテルニＩｎｇ【の一一の己のとの関連で、ドイツのプルク管区国巨『ぬワのＮ一『宍の具体的な解明が
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（妬）
要請されている。したがって本小稿ｊＵ全く無意味ではないと思われる。
グー、〆－，
３２
、、〆閂￣
＝へ
１
､￣
ゲーベ
４
－〆
グー、
５
、－〆
〆戸～〆￣、戸一、ヂー、〆へ＝■、
1１１０９８７６
－〆、－ン、－〆､－、＝〆～〆
困・三】〔訂坑□円⑫国貝口のの豈●ずのロー【辱の」具の厨》⑭．］患菖［四○ｎ戸Ｆ図⑩ＣＱ、扇筬Ｃ已四】ｐ向ｓごＣｐの少］す、二言】の声の｝ご后亀〉己己・
瞳黒・〔新村・森岡・大高・神沢共訳『封建社会』、Ｉ、昭和四八年、一五六頁〕。
ご「・‐幻・国の『己⑩）団巨『ぬのロ己○二［涛巨ロー函の『【、、声色津》ｍ・急巨ロロのすの。』囚シ白目・韻函・
一三五三年言四且囚助呂の】Ｑのブルクマンヨニの一曰く。ｐ凶のぐの］（騎士見習い）がその例である。．白］５【のａの邑巨且冨曰の⑩呂屡．
ｎ日届仁》］・冨○誌、戸豆の国四一且昌己の①目ｚ吋・閨］＄》⑫．白』．なお、前節でその装備に触れなかったプルクマンのうち、例えば、
国の『ロ百⑫〔の｜の③里皀、◎く目⑫国邑、三凹己の『⑫号の昼の①四の』日】９ぐ・ゴロ目。と②勺亘一ごロぐ。。の鳥、の］す酔い、の：『宮愚のご「嵐、う
ぐ：厚の】⑪８匙、ｚの巨臼目『ぬの①勺目一『◎口国ロゴと③因の】日】＆ぐ。ｐ昏自の一はすべて武器並びに馬をもって城塞勤務に就くよう
義務づけられた。ｎ国目『忠司］・言。【里叩戸口】①国角一旦昌二のｇ》ｚ『・屋認》□の『⑫・・四・ｍ．。。》ｚ門・『＄》、団皀＆②》］・言。【のｎ戸ｐ四・
○・・ｚ面・鍾呂》Ｃ因畠『旨）○国ニョ四．
この文一一百乃至これに類似の文言は、ブルクマンのレーエン受領書にしばしば現れる。例えば、国の『ロ百ｍ亘の②二房。］、臣⑩『。。
【の二のロ冒呂（Ｃ函昌『ｓ）と③困巨、。『。。の（のヨ（ｎ国屋『田）、の凹胃ワ貝砠の言『】＆ぐ。口両の回・黙（○白目⑤畠）、ｚ２Ｒす日瞬の②
囮のヨュｎコ『：。⑦曰目○の口｛Ｃ国民』垣）、③■のロ息目『○二国。。①一（Ｃ因［目】」）、④勾一巴臥、ぼくｇ扉○ぐ（ｎ国弓魯）・田山耳の二｛の一⑪
Ｓｃ田のご国、ぎぐ目缶冒の８の丘〈ｎ国［】『ｇ）、ゴの一切ｎす「】】】】、の］鼻Ｃすぐ・ご□巳の】己日【｛ｎ国閂ゴペ｝のレーエン受領書に現れる。
これら本稿で論じたプルクマンの外に、例えば、目『の】⑪城塞の●の『冨巳（ｏ冒閂』］印）、三目目高この【城塞の句１口の１２⑪この
三ｍ一℃。○の。①ヨ■］［白目叩盲⑩旨（Ｏ四目＄』）、冨四］のロ城塞の目冨Ｃ巳の凰呂『目の『の肩呂の（０日目言）のレーエン受領書に現れる。
三・Ｉ内・囚の曰⑩》ｐ．ｍ．Ｐの．ｓも参照。レーエン制の物権化の現象一般に関し、四・旨黛の一切・回・■・Ｐめ・困碍□の【の．》いの冒爲の、烹
巨己の国禺の、の舅『、］〔・巴】索。及びＨ・ミッタイスーＨ・リーベリッヒ箸、世良訳、『ドイツ法制史概説』、一一二七頁参照。
ご「・‐幻，国円ロ⑫》図．“’○．どの・⑪③》＄【・
三・１門・国のヨリ四・ｍ．。。》の．ｇ・
ご『・－宛．ｍの【昌即四．回’○・》、。⑨③－③四・
城塞レーエン制が通常のレーエン制の一特殊形式であったことに関し、三節註（４）の諸論著を参照。
Ｇ・トイアーカウフ目冨巨の『冨景もこのように考えている（函肉○・国１．弓⑩□・切屋）。
函・両ゴョ円》□』の国巨『、四一の句Ｃａｎ豈巨ごぬいロ『。この日ロ】岸［の］四一（Ｒ］」、可の円くＲ［四ｍ筋巨ごｍｍｍの⑱ｎ面ｎ頁③ｍ・望．
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（、〉Ｃ（）』の×亘己一．ョ四二２の帛崖のｐｏ１ｇｏの①一一自巨⑭。ご『盲目目⑩四日目一目賄目『の①⑫、三，三の。Ｒ【ずのご‐目」ｇｏ⑰の一一煙己の己の『ｚ号の
‐目旦シゴ『碩の函の己巨且このの出巨己の『臣、宍の二ｍ・烏叩三の言『の一○の鮠巨己旦の『国庁一・」‐、（』ご画シワ島の一一旨、のロ〉・雪『猪・ぐ。ロゴーーゴの一目
の冒昏の『》屋呂〔（・》皀三『・麗塵．ｍ・曽鷺・二・「幻・国のョ、一画・四・○・・ｍ・園ショロ・急・
（過）三・１門・国の日⑫》四回．。・の，函巨の地図を参照。
（ｕ）ｎｍ一一℃急。ご『・Ｉ司因の『。⑪。餌・四・○・・ｍ・圏少皀目・迄．
（巧）言。冒目の回国の①。目昌四の患の【○『－８．（以下二。雪と略記）Ｃ○コい【一目【一○戸の⑪ご》ｚ『・切呂い・怠三・》三の『の．』四・
（咀）三・ｚ房。｝ごＩ宅山員の『・目の『日色目目の『１８国巨ヨヨ目１の【目この『三の己のぐ目］四○９‐脚目】⑭葛［『三戸の一口［の『『一三丙冨ご｝⑰●ずの
ご】の耳の一］四ケ【⑩ゴー鷺［の『合・」垣困》の．届〕・
（Ⅳ）○国｛一⑦剖・三・ｌ詞・印の『。⑪》四・四・○・》の．園シロョ・念・
（蛆）富の■》ｎ．回、（・二・三円・昌９ｍ・匿Ｃ〔・・三①円の．筐］．この文一一一口は一一一一○九年国王ハインリッヒ七世甲｝のヨュロ三一一・が、バルドゥィン
の支配領域内のライン河を航行する船舶から葡萄酒一樽並びにその他の商品についてニグロッシェン・トゥルノーゼンの『。．
⑫９の。曰巨日○ｍのロの関税ｓの一○己目］を徴収する権利をバルドゥインに譲与した証書に現れる。三・Ｚ房。一旦‐勺：［の『・■・皿・Ｐの。
（妬）
_、
２４
，－ゲ
￣､￣、
２３２２
－ン～＝
〆＝、〆■へ〆戸、
２１２０１９
、－〆、_〆、－戸
○・国『巨自の『》Ｆ四目Ｅ日田の『『⑫の目（庁・の日且【『四ｍｇ。円［の『１８『旨］の己ぐの『［、のの目、⑰碩冊、三、言の。⑫戸の『『の『の冨一ョ三］（［の一画一［の『・
匂．シ巨戸》后匿・の・巴一・農③［’
三戸１幻・国の『。“》ｍ・津・○・・ｍ。③①．
□・□】の叩【の一斉四日ＰＰの彦貝の、亘臣二二⑩已睡［目旨の一四一一の『一一、ぎの月月ユ（。ユのｇ】ロ⑪四・勺四百の（四昂碩・）》□の『烏巨【、。ざの曰の『ユ８ユ四一⑩厨四［
言】』一・］■冑ラ巨己の萬冒（ご◎風『蝉賄の目』匂。『⑩ＳＥロ、のロ・国Ｑ・澆冒》ころ）》の。ごシ目〕・団・
これに類似の文言は、その外に例えば因の曰百⑩〔の一の③ェ長・ぐＣ己、〔の】目（０国ヨ題）、Ｚ２の『ｇ『、の③ェの。ご四目ご◎■愚冒の一
（○国「『］］）と④句『－８『一ｎきぐ。ご【『・ぐ（○国臣『旨）、■四耳のロ【の］⑰の②■の冒己のうぐ○三シゴ『⑫目の己（０国閂『＆）、尋の｜⑪同旨昌一一肩の
］四丙。すぐ○口□己の一己。『烏（○国二コ『）、の：『す巨『ぬの言】【】：こ◎ロ『『の一⑩８『（｛ｎ国臣忠函｝の場合にも現れる。
ｎ国■＄①．シ・の○の目．宛の、の鷺のロロの『向日豆印、三・（の目角ユの『巴』ｌ】ｍｇ・頤・Ｚの巨旦『・亘』場一画⑫・３（圏・］巨昌】四局）》ご『・Ｉ内・因の目⑪マ
ロ，四・○・勺⑫．巨回
巨麗・も参照。
□の『妙■・■・○・・ｍ・巨票．
三・Ｚ房。】ご‐勺目（の『・》四・四・○．い』己．
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（羽）なお、本節註（８）の文献及び同所本文も参照。城塞レーエン契約締結の背景として、大司教のイニシアティブ、大司教と
貴族間の同盟・和解・妥協の外に、大司教の城塞の保謹下に入るという貴族側の動きも考慮する必要があろう。けだし、城塞
は最初から周辺住民の保議機能を果たしたからである。このことに関し、次の文言を参照。「トリール大司教の隣人住民は…
耕地に出かけることをほとんど好まなかった故に、全能の神は、同大司教閣下の手によって城塞、すなわちラ１ン河上流に
因凹一目言鼻の旨、トリ１ルと国の］］】日田回日日の中間地域に、四一目ご開○房、因のョ百⑫｛の】のかなたに国印一旦の口目が土台から建設され
、
■
、
、
■
、
、
℃
℃
■
、
も
ることを承認した。今ではこの近隣住民はこれらの城塞の保謹を受けて安全にその仕事に赴いているロの扇四具のョ◎ョ’
昌已・〔の二の。①臼（ＲＨ日脚目⑩冒旨且ＣＢご】国四一。①乏冒四月嵐の鳥８亘画｛目８日のロ【厨の局】日印〔『脚ご丘の］」ｎの田凹一＆口、｛の旨⑪ｇ『ｍ
旨く冒日旧目の》厩一○旨のｎ戸の目の『弓ｑｍの〔Ｐ二画日ご因回日日目：芹、口］。ｇ・巨乏のこ｝（『、国の『のごＢの【の］》２曰く－，一己餌『、三８厨‐
８日目⑪弓『のく』『の己⑪一⑩旨８］の…ぐ寓囚目の【の員且、円○の８」の目・の①凶忌．⑩ロケごＢ［の、ご・ロの＆、８２日目骨。日日且農目：⑫呂
思２１（の目目、】員のロ呂貝」（○・且のＨ国巴自旨のロの》勺『・○の目盲目・冒引］，言。［の、宮ｂ】の因口一目旨＄Ｐの．『段・・嵐の『、。『』）と。さ
らにゴ・‐幻・因の目的・Ｐ・・○・》ぬ・圏【・も参照。
（釦）国・□一の⑩扇］百日ＰＲ肩口『のｎ頁目：已騨目冨のＥ〔の『一一、ゴの日のｑ斧・『一の二》ｍ・雷｛｛・も参照。もっとも、大司教が城塞周辺地・近
隣地の貴族自由所有財産の寄進に加えてさらに別の政治目的をも追求することがあったことは言うまでもないことである。
言・‐宛．、の日⑫肉・画・○・》の．『］・
（虹）ロ①『⑩．》□閉Ｐ①盲『円冨旦のＨの日跡ｏ冨夢の・屋民・も参照。
（犯）この問題について、周知のように、Ｈ・ミッタイス冨冒の厨（積極説）とｏ・プルンナーロ日冒の『（消極説）の間に鋭い対
立がある。出，言［回の》Ｆの盲【の、耳目色の国鼻緒の：一斤》の．」ら‐』認已の『“・己の『⑫国図己の：・弓のご冨耳の一四一斤：》の．四＄【・》の．怠『『・
○・団日目の『》旨ａｐａ国のロ愚富津・の・園⑭［・功・胃ＰＨ・ミッタィスＩＨ・リーベリッヒ、上掲世良訳、一一一七八頁以下。山田
欣吾「領邦国家とレーン制」、『社会経済史学』、三○巻一一一・四合併号、昭和四○年、二六頁以下。
（羽）冨・ｚ】宍。一旦‐句目（のＲ》ｍ・型○・『の．巨畠・も参照。上述第一一節で指摘したごとき大司教の活発な城塞政策も、その傍証となる
〆￣～ゴー、
２７２６
田一〆～"『「〃。
」』『や）】』や②Ｐ⑫。』酉』、【。
Ｃ、畠③霊・缶・の。①厨』口．、．○・
国・ロ一の輿の一斤、『ロ。》四・四・○・『の．雷（．ご館］凹巨、ゲロの『⑰．〕□閉Ｆのロロ【の、宮この『の国（⑫ｎケ、洋宍９Ｎのロの一コす。閥の。｛屋・］画胃ゴロョユの１豆⑪
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ゲー、へ一員グー、
３６３５３４３３
、￣、￣－－￣－
四・言一陣の】⑩－田・口のすの乱ロゲ》ロの具のｎケ宛の、宮、、⑩、ｎ三、鷺の》屋．シ貝一・・」拐喫の．』患・ぐぃ］’凹巨：．⑫．］鴎・
言・‐丙・口の日、》■・回・ｐ．ｍ．閉‐ご参照。
野崎、『ヨーロッパ中世の城』、Ｖ、Ⅷ章、「あとがき」、一一三五頁以下参照。
世良へ『封建制社会の法的織造』、昭和五二年、’六六頁。
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